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ご
承
知
の
よ
う
に
、
我
が

国
の
経
済
は
回
復
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
少
子
・
高
齢
化

の
進
行
で
、
か
つ
て
例
を
み

な
い
人
口
減
少
社
会
が
到
来

し
、
国
と
地
方
の
税
財
政
な

ど
を
見
直
す
三
位
一
体
の
改

革
も
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。

― 

７
本
の
柱 

―

❶
都
市
基
盤
の
整
備　
　
　
　
　

〜
新
市
の
骨
格
形
成
と
利
便
性
向
上
〜

❷
生
活
環
境
の
整
備　
　
　
　
　

〜
安
全
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

❸
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実　

〜
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り
〜

❹
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ　
　

〜
学
び
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
〜

❺
産
業
・
経
済　
　
　
　
　
　
　

〜
活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
〜

❻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
住
民
自
治　

〜
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
〜

❼
行
財
政
運
営　
　
　
　
　
　
　

〜
成
果
重
視
の
行
財
政
運
営
〜

❶
都
市
基
盤
の
整
備

【
道
路
の
整
備
】

○
合
併
市
町
村
幹
線
道
路
緊
急
整
備

　

支
援
事
業
の
指
定
を
受
け
た
、（
仮

　

称
）豊
体
横
町
下
宿
線
と
東
楢
戸
・

　

台
線
を
重
要
路
線
と
位
置
づ
け
、

　

合
併
特
例
債
に
よ
っ
て
整
備
し
ま

　

す
。

○
小
張
バ
イ
パ
ス
や
都
市
計
画
道
路

　

守
谷
・
小
絹
線
の
早
期
実
現
を
目

　

指
し
ま
す
。

○
伊
奈･

谷
和
原
丘
陵
部
内
常
磐
道

　

に
架
か
る
、
伊
奈
橋
の
耐
震
補
強

　

を
実
施
し
ま
す
。

○
中
島
地
区
の
農
道
を
整
備
し
ま
す
。

【
公
共
交
通
の
整
備
】

○
み
ら
い
平
駅
前
に
自
転
車
駐
輪
場

　

を
整
備
し
ま
す
。

【
河
川
な
ど
の
整
備
】

○
小
貝
川
の
旧
河
川
の
護
岸
の
整
備

　

を
行
い
、
親
水
空
間
の
整
備
を
図

　

り
ま
す
。

【
情
報
通
信
基
盤
】

○
伊
奈
・
谷
和
原
庁
舎
間
の
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
を
使
っ
て
、
戸
籍
関
係
の

　

証
明
書
や
印
鑑
証
明
書
、
固
定
資

　

産
評
価
証
明
な
ど
の
発
行
が
、
ど

　

ち
ら
の
庁
舎
で
も
可
能
な
シ
ス
テ

　

ム
を
構
築
し
ま
し
た
の
で
、
住
民

　

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
、

　

利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

を
図
り
ま
す
。

❷
生
活
環
境
の
整
備

【
環
境
対
策
】

○
環
境
基
本
計
画
、
地
球
温
暖
化
対

　

策
実
行
計
画
、
一
般
廃
棄
物
処
理

　

基
本
計
画
を
策
定
し
、
環
境
の
保

　

全
、
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
環
境
保
全
条
例
を
制
定
し
、
良
好

　

な
環
境
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
消
防
・
防
災
対
策
】

○
災
害
時
に
住
民
に
必
要
な
災
害
情

　

報
の
伝
達
、
避
難
指
示
・
勧
告
な

　

ど
を
行
う
た
め
の
、
防
災
行
政
無

　

線
を
再
整
備
し
ま
す
。

○
伊
奈
・
谷
和
原
丘
陵
部
に
耐
震
性

　

貯
水
槽
（
40
ｔ
×
６
基
）
を
設
置

　

し
ま
す
。

【
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
】

○
市
の
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
り
啓
発

　

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

○
関
係
機
関
と
連
携
し
、
防
犯
に
対

　

す
る
意
識
の
高
揚
や
防
犯
活
動
の

　

促
進
を
図
り
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
へ
の
犯
罪
を
未
然
に

　

防
ぐ
た
め
、
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー

　

ル
を
強
化
し
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に
つ
い

　

て
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み

　

を
推
進
し
ま
す
。

○
交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
交
通
安

　

全
運
動
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の

　

安
全
意
識
と
マ
ナ
ー
の
高
揚
を
図

　

り
ま
す
。

○
道
路
反
射
鏡
、
道
路
標
示
な
ど
の

　

安
全
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

新
市
の
行
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
積
極
果
敢
に
行
政
政
策
を
、
行
革
の

視
点
か
ら
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
18
年
度
の
つ
く
ば
み
ら
い
市
経
営
方
針
は
、一
言
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
立
脚
し
た
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
基

本
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
市
の
主
要
施
策
も
、「
活
力
に
満
ち

た　

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
都
市
基
盤
の
整
備

や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
７
本
の
大
き
な
柱
の
も
と
に
各
種
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

「
活
力
に
満
ち
た　

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」の

　

実
現
に
向
け
て

【
上
水
道
の
整
備
】

○
安
全
安
心
な
水
の
安
定
供
給
を
図

　

る
た
め
、
施
設
の
機
能
向
上
、
維

　

持
管
理
に
努
め
ま
す
。

○
14
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
伊
奈･

　

谷
和
原
丘
陵
部
地
区
内
の
整
備
を

　

は
じ
め
と
し
、
老
朽
管
更
新
工
事

　

や
久
保
浄
水
場
の
高
区
受
変
電
設

　

備
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

【
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
施

　

設
な
ど
の
整
備
】

○
伊
奈
・
谷
和
原
丘
陵
部
地
区
内
及

　

び
主
要
地
方
道
つ
く
ば
・
野
田
線

　

沿
線
の
既
存
集
落
の
管
路
を
整
備

　

し
ま
す
。

○
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
の
区

　

域
内
に
つ
い
て
も
、
連
携
し
て
計

　

画
的
か
つ
効
率
的
な
整
備
を
推
進

　

し
ま
す
。

○
農
業
集
落
排
水
に
つ
い
て
は
、
本

　

年
度
に
豊
南
部
地
区
の
処
理
場
が

　

完
成
し
、
一
部
共
用
を
開
始
し
ま

　

す
。

○
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、

　

公
共
下
水
道
、
農
集
排
及
び
コ
ミ

　

プ
ラ
事
業
の
認
可
等
区
域
外
を
対

　

象
に
設
置
を
促
進
し
、
生
活
排
水

　

対
策
を
図
り
ま
す
。

【
ご
み
処
理
対
策
】

○
ご
み
の
減
量
化
、資
源
化
を
進
め
、

　

３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
…
ご
み
の
抑

　

制
、
リ
ユ
ー
ス
…
再
使
用
、
リ
サ

　

イ
ク
ル
…
再
資
源
化
）
活
動
を
推

　

進
し
ま
す
。

【
住
宅
環
境
対
策
】

○
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　

す
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
無
料
耐

　

震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

❸
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

【
子
育
て
支
援
】

○
幼
稚
園
と
保
育
所
の
一
体
的
な
整

　

備
を
推
進
し
ま
す
。

○
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
活
用
す
る

　

な
ど
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
継

　

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
地
域
福
祉
】

○
福
祉
事
務
所
の
設
置
に
よ
り
、
こ

　

れ
ま
で
県
で
行
っ
て
い
た
生
活
保

　

護
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害

　

者
手
当
な
ど
の
業
務
を
市
で
行
い

　

ま
す
。

【
健
康
づ
く
り
】

○
両
保
健
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
利
用

　

し
、
健
康
増
進
事
業
、
介
護
予
防

　

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
栄
養

　

指
導
を
行
い
ま
す
。

【
医
療
】

○
総
合
検
診
や
各
種
検
診
事
業
の
充

　

実
を
図
り
ま
す
。

❹
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

【
学
校
教
育
】

○
「
新
い
ば
ら
き
教
育
プ
ラ
ン
」
の

　

テ
ー
マ
で
あ
る
、「
茨
城
の
未
来
を

　

拓
く
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
の

　

具
現
化
を
図
り
、
一
人
ひ
と
り
の

　
「
生
涯
に
役
立
つ
学
力
・
体
力
・

　

気
力
の
向
上
」
に
向
け
て
、
重
点

　

目
標
を
掲
げ
て
そ
の
推
進
に
努
力

　

し
ま
す
。

○
十
和
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
耐

　

震
補
強
工
事
に
伴
う
耐
震
診
断
及

　

び
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
三
島
小
学
校
と
谷
原
小
学
校
の
各

　

屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を

　

行
い
ま
す
。

○
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
地
元
産

　

米
を
引
き
続
き
使
用
し
、さ
ら
に
、

　

地
元
産
の
野
菜
に
つ
い
て
も
、
地

　

場
産
業
の
育
成
、
安
全
・
安
心
の

　

観
点
か
ら
生
産
者
の
理
解
と
協
力

　

を
得
て
使
用
し
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

○
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
は
、
引
き

　

続
き
各
種
講
座
を
開
設
す
る
な
ど

　

充
実
を
図
り
ま
す
。

○
板
橋
地
区
に
、
地
区
の
生
涯
学
習

　

の
拠
点
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー
を
本
年
度
か
ら
３
年
計
画

　

で
整
備
し
ま
す
。

○
図
書
館
に
つ
い
て
は
、小
絹
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
分
館
と
す
る

　

た
め
、今
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
、

　

来
年
度
の
開
館
を
目
指
し
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
】

○
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
は
じ
め
、

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ス
ポ
ー

　

ツ
少
年
団
な
ど
の
育
成
支
援
を
、

　

体
育
協
会
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら

　

推
進
し
ま
す
。

○
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員

　

会
を
立
ち
上
げ
、
協
議
し
て
実
施

　

し
ま
す
。

【
文
化
・
振
興
】

○
伊
奈
町
史
編
纂
事
業
の
完
結
に
向

　

け
、
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

❺
産
業
・
経
済

【
農
業
】

○
今
後
の
日
本
の
農
業
を
背
負
っ
て

　

立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
意

　

欲
と
能
力
の
あ
る
担
い
手
が
中
心

　

と
な
る
農
業
構
造
を
確
立
し
ま
す
。

○
認
定
農
業
者
の
育
成
と
集
落
営
農

　

を
推
進
し
ま
す
。

【
商
業
】

○
地
元
物
産
の
Ｐ
Ｒ
や
ブ
ラ
ン
ド
化

　

を
図
り
、
販
路
拡
大
を
推
進
し
ま

　

す
。

【
観
光
】

○
地
域
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
文
化

　

施
設
を
効
果
的
、
有
効
的
に
活
用

　

す
る
た
め
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し

　

ま
す
。

❻
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
住
民
自
治

【
広
報
・
広
聴
】

○
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

　

の
充
実
を
通
じ
て
、
市
民
へ
の
情

　

報
提
供
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
広

　

聴
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

❼
行
財
政
運
営

【
行
財
政
運
営
】

○
総
合
振
興
計
画
や
行
政
改
革
大
綱

　

及
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し

　

ま
す
。

○
職
員
に
対
す
る
各
種
研
修
を
充
実

　

さ
せ
、
ま
た
、
人
事
考
課
制
度
を

　

導
入
し
、
職
員
の
資
質
の
向
上
と

　

専
門
職
員
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

議
会
で
施
政
方
針
を
述
べ
る
飯
島
市
長

▼

（ ）



●
民
生
費
⇩
福
祉
や
医
療
な
ど
の
充
実
の
た
め
の
経
費

●
土
木
費
⇩
道
路
や
公
園
な
ど
の
施
設
整
備
の
た
め
の
経
費

●
教
育
費
⇩
小
・
中
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
の
充
実
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

な
ど
の
た
め
の
経
費

●
総
務
費
⇩
庁
舎
や
財
産
の
維
持
管
理
、
戸
籍
管
理
、
税
金
の
徴
収
な

　

ど
た
め
の
経
費

●
公
債
費
⇩
市
債
の
元
金
・
利
子
や
一
時
借
入
金
の
利
子
を
支
払
う
た

　

め
の
経
費

●
衛
生
費
⇩
健
康
診
査
や
予
防
接
種
、
健
康
増
進
、
ご
み
処
理
な
ど
の

　

た
め
の
経
費

●
消
防
費
⇩
消
防
や
防
災
対
策
な
ど
の
た
め
の
経
費

●
農
林
水
産
業
費
⇩
農
林
水
産
業
の
振
興
の
た
め
の
経
費

●
議
会
費
⇩
市
議
会
の
運
営
の
た
め
の
経
費

●
商
工
費
⇩
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た
め
の
経
費

　

合
併
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
暫
定
予
算
に
よ
り
行
政
運
営
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
度
の
6
月
の
定
例
議
会
に
よ
り
、
平
成
18
年
度
予
算
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
」
と
し
て
の
初
め
て
の
予

算
。
一
般
会
計
が
１
２
９
億
６
９
０
４
万
５
千
円
、
特
別
会
計
が
１
０
４

億
８
５
３
６
万
３
千
円
、
合
計
２
３
４
億
５
４
４
０
万
８
千
円
と
な
り
、

平
成
17
年
度
の
伊
奈
町
・
谷
和
原
村
の
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予
算

の
合
算
額
（
２
３
０
億
６
４
２
０
万
５
千
円
）
に
比
べ
て
、
1.7
％
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
基
本
と
し
て
、「
活
力
に
満

ち
た　

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
行
政
施
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

☆
財
政
用
語
の
解
説

●
一
般
会
計
⇩
地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
中
心
を
な
す
会
計
で
、
行
政

　

運
営
の
基
本
的
な
経
費
全
般
を
計
上
す
る
会
計

●
特
別
会
計
⇩
特
定
の
目
的
の
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
経
理
す
る
た
め
に

　

設
置
さ
れ
た
、
独
立
し
た
会
計

●
自
主
財
源
⇩
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源

●
依
存
財
源
⇩
国
や
県
の
基
準
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当

　

て
ら
れ
た
り
す
る
財
源

●
繰
入
金
⇩
市
の
他
の
会
計
や
基
金
（
貯
金
）
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
る

　

も
の

●
繰
越
金
⇩
前
年
度
の
決
算
上
、
余
っ
た
も
の

●
諸
収
入
⇩
他
の
収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入
を
ま
と
め
た
も
の

●
地
方
交
付
税
⇩
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
税

●
市
債
⇩
大
規
模
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
市
が
国
な
ど
か
ら
調
達
す

　

る
長
期
的
な
借
入
金

●
国
庫
支
出
金
⇩
国
が
市
に
対
し
て
支
出
す
る
も
の
（
補
助
金
な
ど
）

●
県
支
出
金
⇩
県
が
市
に
対
し
て
支
出
す
る
も
の
（
補
助
金
な
ど
）

●
地
方
譲
与
税
⇩
国
税
と
し
て
徴
収
し
た
も
の
を
、
国
が
一
定
の
基
準

　

に
よ
り
、
市
に
対
し
て
譲
与
す
る
税

　＜一般会計・特別会計＞
会　計　区　分 平成18年度予算額

一　般　会　計 129億 6,904万 5千円

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 36億 5,733万 2千円

老 人 保 健 特 別 会 計 32億 3,623万 4千円

介 護 保 険 特 別 会 計 17億 6,610万 1千円

公共下水道事業特別会計 13億 5,466万 円

農業集落排水事業特別会計 4億 1,584万 3千円

市営分譲住宅特別会計 5,519万 3千円

特別会計合計 104億 8,536万 3千円

総　　　額 234億5,440万8千円

　＜企業会計＞
水
道
事
業
会
計

水 道 事 業 収 益（ 収 入 ） 10億 6,580万 4千円

水 道 事 業 費 用（ 支 出 ） 10億 6,205万 9千円

資 本 的 収 入 5億 2,412万 4千円

資 本 的 支 出 7億 602万 8千円

民生費
30億9,096万7千円
（23.8％）

土木費
20億561万4千円
（15.5％）

教育費
18億1,886万6千円
（14.0％）

総務費
15億8,358万円
（12.2％）

公債費
12億6,086万5千円
（9.7％）

衛生費
10億7,427万1千円
（8.3％）

　消防費
10億5,081万
　　4千円
　　　（8.1％）

農林水産業費
7億2,785万7千円
（5.6％）

議会費
1億9,630万6千円
（1.5％）

商工費
1億3,967万6千円
（1.1％） その他（※３）

2,022万9千円
（0.2％）

歳  出
129億6,904万
5千円

歳  入
129億6,904万
5千円

自主財源
70億3,327万8千円
（54.2％）

依存財源
59億3,576万7千円
（45.8％）

市　税
51億3,846万6千円
（39.6％）

　繰入金
7億3,952万5千円
   （5.7％）

地方交付税
　　23億
　    9,900万円
　　   （18.5％）

市　債
9億

4,360万円
（7.3％）

繰越金
5億円
（3.9％）

諸収入
3億9,055万2千円
（3.0％）

その他（※１）
　　2億6,473万5千円

　　（2.0％）その他（※２）
8億4,310万円
（6.5％）

国　庫
支出金

6億2,284万4千円
（4.8％）

県支出金
5億6,538万2千円
（4.4％）

地方譲与税
　5億6,184万1千円
　　　（4.3％）

※３内訳
予備費
諸支出金
災害復旧費

※１内訳
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金

2,000万       円
22万8千円

1千円

1億2,583万2千円
1億1,692万1千円
2,198万1千円

1千円

※２内訳
地方消費税交付金
地方特例交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
配当割交付金
利子割交付金
株式等譲渡所得割交付金
交通安全対策特別交付金

3億6,500万円
1億9,000万円
1億4,700万円
1億 750万円
1,100万円
960万円
780万円
520万円

一般会計　歳 入

一般会計　歳 出

＜平成18年度主な事業＞
○防災行政無線統合整備事業 1億 円
○電子自治体構築事業 9,029万 2千円
○青木古川整備事業 7,888万 7千円
○板橋コミュニティセンター整備事業 7,254万 5千円
○みらい平駅前駐輪場整備事業 5,000万 円
○消防システム統合負担金 5,000万 円
○議場改修工事 4,514万 2千円
○東楢戸台線整備事業 3,650万 円
○耐震性貯水槽設置工事 2,923万 2千円
○（仮称）豊体横町下宿線整備事業 2,000万 円
○７分団車庫新築及び官舎解体工事 1,021万 9千円
○緊急通報システム設置事業 991万 6千円
○第１次総合振興計画策定事業委託 500万 円
○幼稚園・保育所一体化整備事業 461万 1千円
○つくばみらい市社会科副読本作成 419万 円
○市勢要覧作成業務委託 400万 円

など



地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

　

6
月
７
日
、
伊
奈
中
学
校
に
お
い
て
、
生
徒
会

主
催
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
地
域
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
を
」
と
始
め
た

こ
の
活
動
は
、
毎
年
２
回
実
施
し
て
お
り
、
今
年

で
４
年
目
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
ク
ラ
ス
ご
と
に

分
か
れ
、
学
校
の
掃
除
や
通
学
路
の
ご
み
拾
い
、

福
祉
施
設
い
な
の
里
で
の
車
い
す
掃
除
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
普
段
自
分
た
ち
が
生
活
す
る
地

域
の
た
め
、
汗
を
流
し
な
が
ら
作
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
「
こ
の
活
動
が
地
域
を
知
る
良
い
き
っ
か
け
と

な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
は
校
長
先
生
も
こ
の
活
動

に
対
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

３
学
期
に
は
、
今
年
度
第
2
回
目
の
活
動
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

伊奈ライオンズクラブが
チャリティゴルフ

　６月９日、市内の筑波カントリークラブにおいて、伊
奈ライオンズクラブ主催チャリティゴルフコンペが行わ
れ、26組約100人が参加しました。
　その後、伊奈ライオンズクラブから市に対して、チャ
リティの寄付金がありました。
　この寄付金は、伊奈地区の学校の図書代などに活用さ
せていただきます。ありがとうございました。

「
地
域
福
祉
」の
充
実
を

目
指
し
て

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
い
な
の

里
」
も
開
所
か
ら
６
年
が
経
ち
、
こ

の
度「
新
型
ユ
ニ
ッ
ト（
完
全
個
室
）」

40
床
を
増
築
し
ま
し
た
。

　

新
設
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
た
「
楽
楽
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
日

廻
り
（
無
料
巡
回
）
サ
ー
ビ
ス
」
を

開
始
し
、
今
後
も
「
地
域
福
祉
サ
ー

ビ
ス
」
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

６
月
24
日
の
竣
工
式
典
に
は
、
飯

島
市
長
も
参
列
し
、
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

コ
ス
モ
ス
文
学
賞
奨
励
賞
を
受
賞

つくばみらい市誕生江戸まつり
　

市
内
在
住
の
大
久
保
富
名
さ
ん
（
豊
体
）
が
執
筆
し

た
「
間
宮
林
蔵
の
生
涯
を
辿
る
」
が
、
全
国
公
募
の
第

25
回
コ
ス
モ
ス
文
学
賞
奨
励
賞
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
本
が
好
き
な
大
久
保
さ
ん
は
、
高
校
時
代

に
文
芸
部
に
在
籍
し
て
以
来
、
長
年
趣
味
で
執
筆
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
こ
の
作
品
は
、
地
元
出

身
の
偉
人
、
間
宮
林
蔵
を
女
性
の
視
点
か
ら
書
い
た
も

の
で
す
。
60
歳
を
目
前
に
控
え
た
当
時
、
還
暦
の
記
念

に
と
、
家
業
の
合
間
を
ぬ
っ
て
こ
つ
こ
つ
と
書
き
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
発
表
す
る
こ
と
な
く
5
年
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
合
併
し
て
伊
奈
町
が
な
く
な
る
前
に
と
、

応
募
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

大
久
保
さ
ん
は
、「
作
品
は
自
分
と
し
て
は
60
％
の
出

来
で
す
が
、
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
家
族
も
喜
ん
で
く

れ
、
非
常
に
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
執
筆
活
動

を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
は
自
分
の
趣
味
で

も
あ
る
中
国
史
の
話
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
、
早
く
も
次
の
作
品
の
執
筆
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い

ま
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

抽
選
会
で
市
長
賞（
テ
レ
ビ
）を

ゲ
ッ
ト
！

体育指導委員功労者表彰
　５月24日、土浦市で開催された平成18年度茨城県体
育指導委員協議会総会において、秋田政夫氏（古川・写
真右）、西垣　勲氏（西ノ台・写真左）、飯泉安夫氏（台）
が県功労者表彰を受賞されました。
　３人は、平成８年度から体育指導委員を務め、地域の
スポーツ振興・発展のために尽力されています。今後も
地域のスポーツリーダーとして、ますますのご活躍を期
待します。

　6月18日、ワープステーション江戸において、「つくば

みらい市誕生江戸まつり」が開催されました。当日は、

雨が降ったりやんだりのあいにくの天気となりました

が、通りには出店がずらりと並び、また、数々のイベ

ントは人々の目を楽しませました。

　最後の「チャリティー抽選会」では、番号が呼ばれ

るたびに歓声とため息が混じり、抽選券の売り上げは、

つくばみらい市社会福祉協議会に寄付されました。

市内はもちろん市外からも大勢の人がつめかけ、4,181人の
人出がありました。

特
別
養
護
老
人
老
人
ホ
ー
ム

「
い
な
の
里
」
新
館
完
成
！



見
事
な
盆
栽
が
ず
ら
り

　

６
月
６
日
、
茨
城
み
な
み
農
協
低
温
倉

庫
に
お
い
て
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
（
旧
谷

和
原
村
）
菊
花
・
皐
月
盆
栽
会
表
彰
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
表
彰
（
敬
称
略
）

・
県
知
事
賞

　
「
八
咫
の
鏡
（
や
た
の
か
が
み
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
野　
　

正

・
県
議
会
議
長
賞

　
「
大
盃
（
お
お
さ
か
ず
き
）」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

渡
辺　

浅
吉

・
県
農
林
水
産
部
長
賞

　

最
多
出
入
賞　

26
点　

  

飯
泉　

省
三

・
県
南
地
方
総
合
事
務
所
長
賞

　
「
星
の
輝
（
ほ
し
の
か
が
や
き
）」

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

遠
藤　

美
夫

・
県
観
光
物
産
協
会
長
賞

　
「
山
の
光
（
や
ま
の
ひ
か
り
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
野　
　

正

・
園
芸
い
ば
ら
き
振
興
協
会
長
賞

　
「
そ
ろ
」　　
　

  　
　
　

君
嶋　

芳
三

・
市
長
賞

　
「
美
春
（
み
は
る
）」　　

君
嶋　

芳
三

・
市
長
賞

　
「
碧
空
（
お
お
ぞ
ら
）」　

上
野　
　

正

第１回市夏季バドミントン大会
●期日　６月25日
●結果　男子１部　優勝　小川・吉原組
　　　　男子２部　優勝　塚本・中川組

　　　　女子１部　優勝　半沢・石田組
　　　　女子２部　優勝　宗形・笠川組
　　　　女子３部　優勝　田神・渡瀬組

市長杯ミニバスケットボール大会
●日時　５月20日、21日
●場所　市総合運動公園体育館
●結果　男子　準優勝　小張小ミニバスケットボール少年団（写真左）
　　　　　　　第３位　小絹小ミニバスケットボール少年団（写真右）

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

県
南
Ｂ
地
区
夏
季
大
会

●
日
時　

６
月
11
日

●
結
果　

準
優
勝　

小
張
小
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

少
年
団　

☆
県
大
会
に
出
場
！

市春季ソフトボール大会
●期日　５月14日・28日
●結果　優　勝　クレージーズ（写真下）
　　　　準優勝　イレブンスターズ
　　　　第３位　ＴＯＥＩ・ファザーズ

市春季ソフトバレーボール大会
●期日　６月４日
●結果　各グループ優勝チームのみなさん（写真左上）

県西・県南地区中学校総合体育大会
水泳競技会

「八咫の鏡」　上野　正

市春季バレーボール大会
●期日　６月11日
●結果　優　勝　Ｓｕｃｃｅｅｄ（写真左下）
　　　　準優勝　ＺＥＲＯ
　　　　第３位　フレンズ・シルキーズ

・   50ｍ自由形 ２位　松本　京介（伊奈中）
  ３位　桐山　直也（伊奈中）
・100ｍ自由形 ３位　松本　京介（伊奈中）
・100ｍ背　泳 ２位　中島　諒太（谷和原中）
・200ｍ背　泳 ２位　中島　諒太（谷和原中）
・400ｍメドレーリレー
　２位　町田、桐山、塚越、松本（伊奈中）
・400ｍフリーリレー
　１位　桐山、塚越、町田、松本（伊奈中）
・男子総合　第２位　伊奈中
・800ｍ自由形 ２位　生水ゆうの（伊奈中）
・400ｍメドレーリレー
　２位　町田、石野、古家、生水（伊奈中）
・400ｍフリーリレー
　２位　古家、石野、町田、生水（伊奈中）
・女子総合　第３位　伊奈中

●男子の部

●女子の部

※名前は敬称略です。



　

ご
み
の
分
別
回
収
や
減
量
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
最
近
、
ご
み
集
積
所
に
回
収
で
き

な
い
家
電
製
品
や
そ
の
他
の
ご
み
を
置
い
て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
数
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
配
付
し
て
あ
り
ま
す
「
家
庭

ご
み
分
別
の
手
引
き
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ご
み
は
、
ご
み
資
源
物
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
ど
お
り
の
指
定
日
に
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
ご
み
袋
を
使
用

し
て
、
当
日
朝
8
時
ま
で
に
ご
み
集
積
所
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

   

可
燃
ご
み

　

特
に
可
燃
ご
み
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
な
ど
に
枯
れ
草
な
ど
を
入
れ
た

り
、
レ
ジ
袋
に
可
燃
ご
み
を
入
れ
て

集
積
所
に
出
す
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
は
資
源
ご
み
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

   

あ
き
ビ
ン

　

ま
た
、
あ
き
ビ
ン
は
、
コ
ン
テ
ナ

に
よ
る
３
色
分
別
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
分
別
の
方
法
が
不
完
全

（
例
え
ば
、
キ
ャ
ッ
プ
を
つ
け
た
ま

ま
・
袋
に
入
れ
た
ま
ま
コ
ン
テ
ナ
へ

入
れ
る
、
セ
ト
モ
ノ
な
ど
の
異
物
混

入
）
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
資

源
と
し
て
の
再
利
用
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
分
別
の
手
引
き
で
確

認
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

付
窓
口
に
な
り
ま
す
。

　

メ
ー
カ
ー
不
明
の
パ
ソ
コ
ン
は
、

パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎

03
‐
５
２
８
２
‐
７
６
８
５
）
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

   

古
着
・
古
布

　

古
着
・
古
布
（
汚
れ
・
破
れ
の
な

い
清
潔
な
も
の
）
は
、
再
利
用
で
き

る
も
の
に
限
り
資
源
と
し
て
出
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
雨
に
ぬ
れ

る
（
た
と
え
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
て

い
て
も
）
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
雨
模
様
の
日
や
集

積
所
が
濡
れ
て
い
る
日
に
は
、古
着
・

古
布
を
出
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

   

家
電
４
品
目

　

家
電
４
品
目
「
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ

ン
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
（
冷
凍
庫
）」

は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
平
成
13

年
4
月
1
日
施
行
）
に
よ
り
、
集
積

所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
買
い
換
え
や
購
入
先

が
わ
か
る
と
き
は
、
販
売
店
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
引
き
取
り
先

が
な
く
処
分
す
る
と
き
は
、
郵
便
局

で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
し
、

市
指
定
運
搬
業
者
な
ど
へ
運
搬
（
有

料
）
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
指
定
運
搬
業
者

〈
伊
奈
地
区
〉

・
中
澤
産
業
（
☎
58
‐
６
２
１
４
）

〈
谷
和
原
地
区
〉

・
梅
木
商
事
（
☎
20
‐
５
７
５
７
）

・
水
海
道
産
業（
☎
22
‐
０
０
７
７
）

   

パ
ソ
コ
ン

　

パ
ソ
コ
ン
（
本
体
・
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
）
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
カ
ー
・
販

売
店
が
、
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
受

【
事
業
所
用
（
大
）】」
か
ら
「
事
業

所
専
用
袋
【
可
燃
ご
み
用
】」
に
変

更
に
な
り
ま
す
。

　

古
い
袋
を
事
業
所
で
使
用
し
、
事

業
系
ご
み
と
し
て
決
め
ら
れ
た
や
り

方
で
出
す
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り

使
用
で
き
ま
す
。

　

事
業
所
用
ご
み
袋
は
、
古
い
袋
、

新
し
い
袋
と
も
家
庭
ご
み
専
用
の
集

積
所
に
出
さ
れ
て
も
収
集
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
い
事
業
所
用
ご
み
袋

は
7
月
か
ら
順
次
店
頭
に
並
ぶ
予
定

で
す
。

◆問い合わせ先
市伊奈庁舎生活環境課
　☎ 58 - 2111
　（内線1120 ～ 1123）

事
業
所
用
ご
み
袋
の
色
が

黒
色
に
変
わ
り
ま
す

　

常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
に
排
出
さ

れ
る
可
燃
ご
み
専
用
袋
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
す
べ
て
の
サ
イ
ズ
（
大
・

中
・
小
）
の
印
刷
色
が
赤
色
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
大
サ
イ
ズ
（
80
㎝
×

65
㎝
）
は
事
業
所
専
用
袋
で
す
が
、

店
頭
で
は
中
・
小
サ
イ
ズ
と
一
緒

に
販
売
し
て
い
る
た
め
、
家
庭
用

と
間
違
え
て
お
買
い
に
な
る
方
が

多
い
こ
と
か
ら
、
印
刷
の
色
を
「
赤

色
」
か
ら
「
黒
色
」
に
変
え
、
外

装
の
表
示
が
「
可
燃
ご
み
専
用
袋

環境保全条例が制定されました
　市の自然環境と生活環境を保全
するための条例が、市議会６月定
例会において全会一致で可決され
ました。
　詳細は次号（８月号）でお知ら
せします。

　

平
成
18
年
度
（
平
成
18
年
7
月
分
〜
平
成
19
年
6
月
分
）
の
国
民
年
金

保
険
料
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
（
30
歳
未
満
の
方
の
保
険
料
の
猶
予
）

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
免
除
、
納
付
猶
予
の
申
請
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
承
認
期
間

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
該
当
し
た
場
合
、
そ
の
年
度
内
に
申
請
を
す
れ

ば
、
そ
の
年
度
の
7
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
初
診
日
や
死
亡
日
の
後
に
免
除
な
ど
の
申
請
が
さ
れ
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
承
認
さ
れ
た
免
除
期
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
ま
せ
ん
。
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

全
額
免
除
期
間
や
一
部
納
付
期
間

に
か
か
る
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算

は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合

と
比
較
し
て
次
の
と
お
り
で
す
。

・
全
額
免
除　

6
分
の
２

・
４
分
の
１
納
付　

６
分
の
３

・
半
額
納
付　

６
分
の
４

・
４
分
の
３
納
付　

６
分
の
５

●
所
得
基
準

　

全
額
免
除
や
一
部
納
付
の
対
象
と

な
る
所
得
基
準
は
、
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
左
の
金
額
以

下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

若
年
者
納
付
猶
予

（
30
歳
未
満
の
方
の
保

険
料
の
猶
予
）
の
所
得

基
準
は
、
本
人
と
配
偶

者
（
世
帯
主
は
除
く
）

の
前
年
所
得
が
下
の
金

額
以
下
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

※
若
年
者
納
付
猶
予
を

　

受
け
た
期
間
は
、
老

　

齢
基
礎
年
金
を
受
給

　

す
る
た
め
の
期
間
に

で
き
ま
す
。（
失
業
や
災
害
を
事
由
と

す
る
認
定
を
除
く
）
た
だ
し
、
承
認

の
区
分
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
改
め

て
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
7
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
全
額
免
除
と
半
額
免
除
に
加
え
、

新
た
に
４
分
の
１
納
付
と
４
分
の
３

納
付
が
加
わ
り
、「
全
額
免
除
」
と

「
3
種
類
の
一
部
納
付
制
度
」
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
18
年
度
の
１
か
月

の
保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
4
分
の
１
納
付　

3
千
４
７
０
円

・
半
額
納
付　

6
千
９
３
０
円

・
4
分
の
３
納
付　

1
万
４
０
０
円

・
全
額
納
付　

1
万
3
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
６
０
円

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

一
部
納
付
制
度
は
、
納
付
す
べ
き

保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
、

一
部
免
除
が
無
効
に
な
り
、
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。（
受
給
資
格

期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

・全 額 免 除
　57万円＋扶養親族の人数×35万円
・４分の１納付
　78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
・半 額 納 付
　118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
・４分の３納付
　158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

　

は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

　

反
映
し
ま
せ
ん
。

※
年
度
の
途
中
で
30
歳
に
到
達
す
る

　

方
に
つ
い
て
は
、
到
達
す
る
月
の

　

前
月
ま
で
の
承
認
に
な
り
ま
す
。

　
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
、
前
々
月

　

ま
で
の
承
認
）

●
免
除

　

納
付
猶
予
期
間
に
つ
い
て
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
年
度
か

ら
起
算
し
て
、
3
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
は
加
算
金
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

・若年者納付猶予
　57万円＋扶養親族の人数×35万円

◆問い合わせ先
・土浦社会保険事務所
　☎ 029 - 824- 7121
・市伊奈庁舎国保年金課
　☎ 58 - 2111
　（内線1180 ～ 1187）

知って安心　年金のはなし

　

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要

で
す
。
な
お
、
全
額
免
除
（
一
部
納

付
を
除
く
）
及
び
若
年
者
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
た
方
が
翌
年
度
以
降

も
引
き
続
き
同
様
の
免
除
の
承
認
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

継
続
の
意
思
表
示
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
翌
年
度
以
降
、
免
除

申
請
書
の
提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が

○申請に必要なもの○
・年金手帳、印鑑
・平成18年１月１日以降に転入された場合は、
　平成18年度課税証明書
・申請する年度または前年度において失業した
　ことにより申請を行うときは、「雇用保険受給
　資格者証」、「雇用保険被保険者離職票等」の
　写し



水
戸
地
方
法
務
局
取
手
出
張
所
で
は
、
不
動
産

登
記
及
び
商
業
・
法
人
登
記
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
が
始
ま
り
ま
し
た

○法務省ホームページ（不動産登記の電子申請について）
　http://www.moj.go.jp/MINJI/minji72.html
○法務省ホームページ（商業法人登記の電子申請について）
　http://www.moj.go.jp/MINJI/minji60.html
○法務省オンライン申請システムのページ
　http://shinsei.moj.go.jp/

　◆問い合わせ先
　　  水戸地方法務局取手出張所　☎ 0297 - 83 - 0057

老
人
保
健
・
国
民
健
康
保
険
前
期
高
齢
者
証
で
医
療
を
受
け
て
い
る
方
へ

減
額
認
定
の
要
件

○
老
人
保
健

低
所
得
Ⅱ

　

同
一
世
帯
の
世
帯
員
全
員
が
住
民

　

税
非
課
税
の
方

低
所
得
Ⅰ

　

同
一
世
帯
の
世
帯
員
全
員
が
住
民

　

税
非
課
税
で
、
そ
の
世
帯
の
各
所

　

得
が
必
要
経
費
・
控
除
（
年
金
の

　

所
得
は
控
除
額
を
80
万
円
と
し
て

　

計
算
）
を
差
し
引
い
た
と
き
に
０

　

円
と
な
る
方
。

○
国
民
健
康
保
険
前
期
高
齢
者

低
所
得
Ⅱ

　

同
一
世
帯
の
世
帯
主
と
国
保
被
保

　

険
者
が
住
民
税
非
課
税
の
方

低
所
得
Ⅰ

　

同
一
世
帯
の
世
帯
主
と
国
保
被
保

　

険
者
が
住
民
税
非
課
税
で
、
そ
の

　

世
帯
の
各
所
得
が
必
要
経
費
・
控

　

除
（
年
金
の
所
得
は
控
除
額
を
80

　

万
円
と
し
て
計
算
）
を
差
し
引
い

　

た
と
き
に
０
円
と
な
る
方
。

老
年
者
に
係
る
住
民
税
非

課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
う

経
過
措
置

　
『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』
を
お
持
ち
で
す
か
。
こ

の
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
と
、
入
院
時
の
自
己
負
担
金
と
食
事
代
が
減

額
さ
れ
、
さ
ら
に
外
来
の
場
合
で
も
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の
自

己
負
担
限
度
額
が
低
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
の
交
付
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
有
効
期
限
は
申
請
月

の
初
日
か
ら
申
請
月
以
降
最
初
の
7
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、
現
在
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
も
、
８
月
１
日
以
降
に
再
度
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
前
期
高
齢
者
と

　

は
、
平
成
14
年
10
月
１
日
以
降

　

に
70
歳
に
到
達
し
た
国
保
被
保

　

険
者
の
方
で
す
。

※
住
民
税
未
申
告
の
世
帯
に
つ
い

　

て
は
判
定
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　

申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

　

り
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
構
成
変

　

更
な
ど
に
よ
り
年
度
途
中
か
ら

　

該
当
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆問い合わせ先
　市伊奈庁舎国保年金課
　☎ 58 - 2111
　・国民健康保険係（内線1186）
　・老人保健係（内線1187）

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な

取
扱
い
に
変
わ
り
ま
し
た
。

●
不
動
産
及
び
商
業
・
法
人
の
登

　

記
申
請
を
、
現
行
の
書
面
に
よ

　

る
登
記
申
請
に
加
え
て
、
イ
ン

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
う

　

こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

●
登
記
事
項
証
明
書
の
交
付
を
、

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
請
求
す
る
こ
と

　

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
オ
ン

　

ラ
イ
ン
で
申
請
さ
れ
た
も
の
は
、

　

郵
送
さ
れ
ま
す
。

●
従
来
、
登
記
完
了
と
と
も
に
交

　

付
し
て
い
た
「
登
記
済
証
（
権

　

利
証
）」
は
廃
止
さ
れ
、「
登
記

　

識
別
情
報
の
通
知
」
及
び
「
登

　

記
完
了
証
」
を
交
付
す
る
こ
と

　

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
、
所
有
者
の
方
が

　

持
っ
て
い
る
登
記
済
証
（
権
利

　

証
）
は
、
今
後
も
書
面
申
請
に

　

お
い
て
、
登
記
義
務
者
を
証
明

　

す
る
書
類
と
し
て
利
用
す
る
こ

　

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
水
戸
地
方
法
務
局
取
手
出
張
所

　

管
轄
の
一
筆
の
土
地
ま
た
は
一

　

個
の
建
物
ご
と
に
「
不
動
産
番

　

号
」
が
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
不
動
産
番
号
」
は
登
記
事
項
証

　

明
書
、
登
記
完
了
証
な
ど
に
表
示

　

さ
れ
ま
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
登
記
申
請
に

　

つ
い
て
の
詳
し
い
手
続
き
に
つ
い

　

て
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

（
平
成
18
年
８
月
か
ら
２
年
間
）

　

国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
は
、
病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
加
入
者
が
保
険

税
を
出
し
合
う
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。
保
険
税
の
決
め
方
や
納
め
方
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
納
め
る
方

　

保
険
税
を
収
め
る
納
付
義
務
は
、

国
保
の
加
入
者
で
あ
る
な
し
に
か
か

わ
ら
ず
、
各
世
帯
の
世
帯
主
に
あ
り

ま
す
。

●
い
つ
か
ら
納
め
る
か

　

国
保
に
加
入
す
る
資
格
が
発
生
し

た
月
か
ら
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
届
け
出
を
出
し
た
日
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
口
座
振
替
の
ご
案
内

　

保
険
税
の
納
付
を
口
座
振
替
に
す

る
と
、納
め
忘
れ
が
な
く
な
る
の
で
、

忙
し
い
方
、
不
在
が
ち
な
方
に
便
利

で
す
。

○
申
し
込
み
の
手
続
き
に
必
要
な
も

　

の
・
預
（
貯
）
金
通
帳

・
印
鑑
（
通
帳
の
届
出
印
）

・
納
税
通
知
書

☆
こ
れ
ら
を
持
っ
て
、
市
指
定
の
金

　

融
機
関
へ

●
保
険
税
の
決
ま
り
方

　

市
町
村
の
そ
の
年
度
の
医
療
費
の

総
額
を
推
計
し
、
国
な
ど
の
補
助
金

な
ど
を
差
し
引
い
た
額
を
保
険
税
と

し
て
各
世
帯
に
割
り
当
て
ま
す
。
保

険
税
の
割
り
当
て
方
は
、
左
の
４
つ

の
項
目
か
ら
決
定
し
、
１
世
帯
当
た

り
の
保
険
税
が
決
ま
り
ま
す
。

その年度に予想される医療費

病気など
　で払う
　一部負担金

国などの
補助金

保険税

平成18年度の医療給付費分及び
介護納付金分に係る税率

○所得割
　世帯の所得に応じた計算
○資産割
　世帯の資産に応じた計算
○平等割
　１世帯当たりにいくらと計算
○均等割
　世帯の加入者数に応じた計算

　国民健康保険制度は、いざというときに安心してお医者さんにかかれるように、みんなで支え合う助け合いの制度で
すが、その財政は、近年の医療費の増加に加え、長引く景気低迷による被保険者の所得の低下などにより、大変厳しい
状況に陥っています。そこで、国民健康保険事業の安定的運営を図るために、平成18年度の国民健康保険税の税率につ
いて次のとおり改正することになりました。
　国民健康保険被保険者の皆様のご理解とご協力をお願いします。

区　分
基 礎 課 税 額 分 介護分（40 ～ 64歳の方）

改正前税率 改正後税率 改正前税率 改正後税率

所　得　割
（前年中の所得による）

旧 伊 奈 町 7.0％
➡ 8.0％

旧 伊 奈 町 0.7％
➡ 0.9％

旧谷和原村 7.0％ 旧谷和原村 0.8％

資　産　割
（固定資産税による）

旧 伊 奈 町 50.0％
➡ 35.0％

旧 伊 奈 町 9.0％
➡ 5.0％

旧谷和原村 35.0％ 旧谷和原村 5.0％

平　等　割
（１世帯当たり）

旧 伊 奈 町 15,000円
➡ 20,000円

旧 伊 奈 町 3,300円
➡ 4,000円

旧谷和原村 20,000円 旧谷和原村 4,000円

均　等　割
（加入者１人当たり）

旧 伊 奈 町 11,000円
➡ 15,000円

旧 伊 奈 町 5,600円
➡ 6,000円

旧谷和原村 15,000円 旧谷和原村 6,000円

☆ 平 成 18 年 度 国 民 健 康 保 険 税 率 が 改 正 さ れ ま し た ☆

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
伊
奈
庁
舎
国
保
年
金
課

　

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
１
１
８
１
、１
１
８
５
、

　

１
１
８
６
）

知っておきたい国保のポイント

　

老
年
者
に
係
る
住
民
税
非
課
税
措

置
の
廃
止
に
よ
り
低
所
得
世
帯
の
世

帯
員
の
う
ち
一
部
が
課
税
者
に
な
っ

た
が
、
そ
の
課
税
者
が
合
計
所
得
金

額
１
２
５
万
円
以
下
で
平
成
17
年
１

月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
方
の
み
の

場
合
は
、
同
一
世
帯
内
の
非
課
税
者

は
申
請
す
る
と
、
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
限
度
額
お

よ
び
入
院
時
の
食
事
代
の
標
準
負
担

額
は
「
低
所
得
Ⅱ
」
が
適
用
さ
れ
ま

す
。



子宮がん・乳がん検診のお知らせ
　子宮頸

けい

がんは、検診の普及により全体での死亡率は減少しましたが、20歳代の若い年齢層の死亡率は増加しています。子
宮がんは、早期発見・早期治療で治せる病気です。自分のライフスタイルに合わせて検診を受け、安心した生活を送りましょう。
　乳がんは、近年日本人女性の間で急増しており、女性の死亡率の第１位となっています。40歳代～50歳代が好発年齢ですが、
30歳を過ぎたころから急増するため、30歳以上の方は年に１回は検診を受けましょう。また、月に１回は自己検診で早期発
見に努めましょう。

◇集団検診
実　施　日 会　　場 申込期間 定　　員

９月15日㈮ 伊奈保健センター
７月31日㈪

～８月４日㈮
子宮がん検診：100人
超音波：50人
マンモグラフィ：50人
※定員になり次第締め切ります。

10月21日㈯ 伊奈保健センター 10月２日㈪～６日㈮

　●受付時間　午後０時～２時30分（※申し込み状況に応じて、割り振らせていただきます。）

★申込受付専用電話（集団検診のみ）
　☎ 2

にっ

5
こり

 - 2
つ

9
く

8
ば

3
みらい

　午前９時～午後５時（土日を除く）　※谷和原保健福祉センター、伊奈保健センター窓口でも受け付けます。

◇医療機関検診
　登録医療機関で子宮がん・乳がん検診を受けられる受診券を発行いたします。
　●発行期間　平成19年２月末日まで（土・日・祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分
　●有効期間　発行日より平成19年２月末日まで
　●申込方法　登録医療機関に予約後、谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口へお越しください。
　　　　　　　　※登録医療機関については、健康増進課へお問い合わせください。

＜検診内容・負担額＞

子宮がん検診年齢区分　※1 検　診　項　目
負　　担　　額

集 団 検 診 医療機関検診
20歳以上 頸部細胞診 600円 1,200円

乳がん検診年齢区分　　※1 　　　　　   検　診　項　目　　   　※２
負　　担　　額

集 団 検 診 医療機関検診
20歳～ 39歳の方 超音波 600円 1,200円
40歳～ 49歳の方 超音波＋マンモグラフィ（２方向）　※３ 1,200円

（超音波のみは600円）
2,400円

（超音波のみは1,200円）50歳～ 56歳の方 超音波＋マンモグラフィ（１方向）　※３
57歳以上の方 　　　　マンモグラフィ（１方向）　※３ 600円 1,200円

※１　年齢は、平成19年３月31日時点での年齢となります。
※２　医療機関検診では、視触診も実施します。
※３　マンモグラフィ（乳房エックス線検査）は、被ばく量を考慮し２年に１回の検診となります。

●
保
菌
検
査
（
検
便
）
を
受
け

　

て
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
赤せ
き

痢り

防
疫
対
策
実

施
要
項
に
よ
り
、
赤
痢
等
感
染

症
流
行
時
期
（
夏
季
）
前
に
、

各
飲
食
店
の
従
事
者
に
対
し
、

必
ず
検
便
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該

当
の
方
は
、
検
査
機
関
な
ど
で

積
極
的
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

●
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康

　

被
害
者
の
皆
様
へ

　

労
災
保
険
法
で
補
償
さ
れ
な

い
石
綿
に
よ
る
中
皮
腫
、
肺
が

ん
を
発
症
し
て
い
る
方
、
及
び

こ
の
法
律
前
に
こ
れ
ら
の
疾
病

を
発
症
し
、
死
亡
さ
れ
た
方
の

ご
遺
族
に
対
し
、
医
療
費
な
ど

の
「
救
済
給
付
」
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
お
近
く
の
保
健
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

つ
く
ば
保
健
所
健
康
指
導
課

☎
０
２
９
‐
８
５
１
‐
９
２
８
７

出前講演いたします！
　老人会や婦人会、育児サークルなどの市内の集まりの中で、健康について何か講演してほしいことはありませんか。
　市健康増進課では、市民の方を対象に「出前講演」を行っています。ぜひ利用し、ご近所のみなさんで健康につ
いての意識を高めましょう。

●講演内容
☆健康に関すること☆
　生活習慣病予防、骨粗しょう症予防や転倒予防など、健康に関することについて
☆子育てに関すること☆
　育児やしつけなどの子育てについて、その他子育てについて
☆こころの健康に関すること☆
　ストレスとの上手なつきあい方、コミュニケーションのコツなど、人間関係トラブル回避法や精神保健福祉制度に
　ついて

●お申し込みについて
　講演開催予定日の最低１か月前までに市健康増進課へお申し込みください。

◆問い合わせ先
　市健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

つ
く
ば
保
健
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

予防接種予診票配付について
　市では、予防接種予診票を次のようにお送りします。

①生後３か月ごろ
　ＢＣＧ・ポリオ・三種混合

②生後12か月ごろ
　麻しん及び風しん

※旧伊奈町では、ＢＣＧの予診票を生後１か月ごろに郵送していま

　したが、市では、生後３か月ごろの郵送となります。ご了承くだ

　さい。

献血のお知らせ
　皆様のご協力をお願いします。

●期日：8月24日㈭
＜午前の部＞

　時間：午前９時～正午

　場所：伊奈保健センター

＜午後の部＞

　時間：午後１時30分～４時

　場所：よろずや谷井田店

●
エ
イ
ズ
検
査
が
夜
間
も
受
け

　

ら
れ
ま
す

　

県
内
の
７
保
健
所
（
水
戸
・

日
立
・
潮
来
・
龍
ヶ
崎
・
土
浦
・

つ
く
ば
・
筑
西
）
で
は
、
6
月

か
ら
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・

梅
毒
の
夜
間
検
査（
毎
月
1
回
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
は
す
べ
て
無
料
・
匿
名

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
査
結
果
は
、
１
週
間
後
に
来

所
（
昼
間
）
の
う
え
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

感
染
の
機
会
の
あ
っ
た
日
か

ら
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
及
び
梅
毒
は
３
か

月
以
降
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
は
１
か

月
以
降
に
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
4
月
曜
日　

　

午
後
5
時
〜
7
時
受
け
付
け

▼
場
所
＝
つ
く
ば
保
健
所

●
一
般
特
定
疾
患
の
更
新
申
請

　

に
つ
い
て

▼
申
請
期
間
＝
8
月
31
日
㈭
ま

　

で
※
な
る
べ
く
8
月
10
日
ま
で
に

　

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
＝
つ
く
ば
保
健
所



☆★図書館定例の子ども向け行事のご案内★☆
　図書館では毎月、子ども向け行事を開催しています。無料で予約不要、お気軽にご参加く

ださい！

　●おはなし会：毎月第４土曜日午前11時から　司書が昔話を語り、季節にあわせたテー
　　　　　　　　　マで、図書館のとっておき本を楽しく紹介するブックトークをします。
　●読み聞かせ会：毎月第２土曜日午後２時から　ボランティア虹の会（子ども読書活動で
　　　　　　　　　文部科学大臣表彰を受賞）が絵本の読み聞かせなどを行っています。

シリーズ・新図書館活用達人講座４
　＊夏休みの宿題に図書館をフル活用しよう！＊
　いよいよ夏休み、この機会に、身近なまちの図書館を賢く使い倒してみませんか。一見面
倒な自由研究やレポートも、図書館で早めに解決してしまいましょう！

一にも二にも先手必勝！
　まずは取り組むための資料を集めておきましょう。課題を出している学校の図書室（図書
館）を利用する、長く必要な資料は購入して手元に置く、当館では相談窓口を利用して資料
を探す、この３つがポイントです。

調べる手段を使い分けましょう！
　調べる手段は、本やインターネットなどいろいろありますが、探したい情報によって、使
い分けることが必要です。
　例えば最新の情報などは、本よりも、インターネットや雑誌・新聞などを活用する形が向
いています。ただ、インターネットは、検索に不慣れだったり、適正なキーワードを思いつ
かなかったりすると、欲しい情報にはなかなかたどりつけません。また、情報量も多い反面、
その信ぴょう性などに問題がある場合もあります。
　反対に本は、刊行されるまでに時間がかかるものの、情報が整理され、索引や目次で探し
やすくなっています。内容についての責任の所在も明らかにされています。

まとめ方の見本作品を展示しています！

図書館休館日
　８月 ７日（月）、
　　　21日（月）、
　　　30日（水・整理日）
おはなし会（司書のブッ
クトークなど）
　８月26日（土）
　午前11時
　幼児～小学校低学年
図書館への問い合わせ
　☎ 58 - 3710
開館時間
　午前10時～午後６時

14日（月）
28日（月）

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp らいぶらりあんスピーフィ

　資料が見つかっても、どんなふうに
まとめたらよいかわからない…。そん
なときは、いろいろなお手本を見て、
その方法を真似てみる、というのも１
つの手です。
　図書館では、８月５日㈯～ 17日㈭の
間、「図書館を使った＂調べる＂学習賞
コンクール」で入賞した作品の複製を
展示しています。小学生から一般成人
まで、文部科学大臣奨励賞や優秀賞を
受賞した作品の数々、この機会にぜひ
ご覧ください。

※「図書館を使った＂調べる＂学習賞コンクール」　http://www.toshokan.or.jp/shirabe-sp/index.html
主催：ＮＰＯ図書館の学校ほか　後援：文部科学省ほか

　

熱
中
症
と
は
、
熱
に
中
る
（
あ
た
る
）
と
い
う
意
味
で
、
暑
熱
環
境
に

よ
っ
て
生
じ
る
障
害
の
総
称
で
す
。

　

熱
中
症
に
は
い
く
つ
か
の
病
型
が
あ
り
ま
す
が
、
重
症
な
病
型
で
あ
る

熱
射
病
を
起
こ
す
と
、
適
切
な
措
置
が
遅
れ
た
場
合
、
高
体
温
か
ら
多
臓

器
不
全
を
併
発
し
、
死
亡
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

学
校
の
管
理
下
に
お
け
る
熱
中
症
死
亡
事
故
は
、
ほ
と
ん
ど
が
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る
も
の
で
、そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
気
温
（
25
〜
30
℃
）

で
も
湿
度
が
高
い
場
合
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
暑
い
中
で
は
、
体
力
の
消

耗
が
激
し
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
質
も
低
下
し
、
効
果
も
上
が
り
ま
せ
ん
。

熱
中
症
予
防
の
た
め
の
運
動
方
法
、水
分
補
給
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
は
、

事
故
防
止
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
点
に

お
い
て
も
大
変
重
要
で
す
。

　

正
し
く
理
解
し
、
学
校
の
管
理
下
で
起
こ
る
熱
中
症
事
故
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
！

熱
中
症
は
こ
ん
な
病
気
で
す

〜
熱
中
症
で
起
こ
る
こ
ん
な
障
害
〜

　

熱
中
症
と
は
、
暑
さ
の
中
で
起
こ

る
障
害
の
総
称
で
す
。
大
き
く
次
の

3
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
校
の
教
育
活
動
中
で
問
題
と
な

る
の
は
、
主
に
熱
疲
労
と
熱
射
病
で

す
。

●
熱
け
い
れ
ん
（
軽
症
）

　

大
量
の
発
汗
が
あ
り
、
水
の
み
を

補
給
し
た
場
合
に
血
液
の
塩
分
濃
度

が
低
下
し
て
起
こ
る
も
の
で
、
四
肢

や
腹
筋
の
け
い
れ
ん
と
筋
肉
痛
が
起

こ
り
ま
す
。

●
熱
疲
労
（
中
等
症
）

　

脱
水
に
よ
る
も
の
で
、
全
身
け
ん

怠
感
、
脱
力
感
、
め
ま
い
、
吐
き
気
、

お
う
吐
、
頭
痛
な
ど
の
症
状
が
起
こ

り
ま
す
。

●
熱
射
病
（
重
症
）

　

体
温
調
節
が
破
た
ん
し
て
起
こ

り
、
高
体
温
と
意
識
障
害
が
特
徴
で

す
。
意
識
障
害
は
、
周
囲
の
状
況
が

わ
か
ら
な
く
な
る
状
態
か
ら
こ
ん
睡

ま
で
、
程
度
は
様
々
で
す
。
脱
水
が

背
景
に
あ
る
こ
と
が
多
く
、
血
液
凝

固
障
害
、
脳
、
肝
、
腎
、
心
、
肺
な

ど
の
全
身
の
多
臓
器
障
害
を
合
併

し
、
死
亡
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

☆
応
答
が
鈍
い
、
言
動
が
お
か
し
い

　

な
ど
少
し
で
も
意
識
障
害
が
あ
る

　

場
合
に
は
、重
症
の
熱
射
病
を
疑
っ

　

て
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
要
注
意
！

〜
熱
中
症
が
起
こ
り
や
す
い
条
件
〜

●
高
湿
度
、
急
な
温
度
上
昇
な
ど
に

　

は
要
注
意
！
日
中
の
暑
い
時
間
帯

　

は
避
け
て
行
動
し
よ
う
！

　

気
温
が
高
い
と
熱
中
症
の
危
険
が

高
ま
り
ま
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
気
温
が

高
く
な
く
て
も
湿
度
が
高
い
場
合
は

発
生
し
ま
す
。
ま
た
、
梅
雨
明
け
な

ど
に
急
に
暑
く
な
り
、
体
が
暑
さ
に

慣
れ
て
い
な
い
と
き
に
多
く
発
生
し

ま
す
。
暑
さ
に
慣
れ
る
ま
で
の
1
週

間
く
ら
い
は
、
短
時
間
で
軽
め
の
運

動
か
ら
始
め
、
徐
々
に
慣
ら
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
発
生
時
刻
で
は
、
午

前
10
時
か
ら
午
後
4
時
の
間
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
が
、
暑
い
季
節
は
、
朝

や
夕
方
で
も
熱
中
症
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
肥
満
傾
向
の
人
、体
力
の
低
い
人
、

　

暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
人
、
体
調

　

の
悪
い
人
は
注
意
！

　

肥
満
傾
向
の
人
、体
力
の
低
い
人
、

暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
人
、
体
調
の

悪
い
人
は
熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
い

で
す
。
特
に
、
学
校
の
管
理
下
の
熱

中
症
死
亡
事
故
は
、
7
割
以
上
が
肥

満
傾
向
の
人
で
す
。

●
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ダ
ッ
シ
ュ
の
繰
り

　

返
し
に
は
気
を
つ
け
て

　

学
校
の
管
理
下
で
起
き
て
い
る
熱

中
症
の
事
故
は
、
運
動
部
の
活
動
中

に
起
き
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
種
目
は
野
球
、ラ
グ
ビ
ー
、サ
ッ

カ
ー
、
柔
道
、
剣
道
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
練
習
内
容
を
見
る
と
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ダ
ッ
シ
ュ
の
繰
り
返

し
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

熱
中
症
は
予
防
で
き
る
！

〜
熱
中
症
予
防
の
原
則
〜

①
環
境
条
件
に
応
じ
て
運
動
す
る

②
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

③
暑
さ
に
慣
ら
す

④
で
き
る
だ
け
薄
着
に
し
、
直
射
日

　

光
は
帽
子
で
避
け
る

⑤
肥
満
な
ど
暑
さ
に
弱
い
人
は
特
に

　

注
意
す
る

☆
以
上
の
ポ
イ
ン
ト
の
前
提
と
し
て
、

　

体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
運

　

動
を
中
止
し
、
適
切
な
応
急
手
当

　

な
ど
、必
要
な
措
置
を
と
り
ま
し
ょ

　

う
。

－ －

司書実習生が研修中。
見守ってあげてね。



つ
く
ば
み
ら
い
ハ
ワ
イ

ア
ン
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ス
テ
ィ
ー
ル
ギ
タ
ー
・
ギ

タ
ー
・
ウ
ク
レ
レ
・
ベ
ー
ス
・
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ボ
ー
カ
ル
（
ソ
ロ
・

コ
ー
ラ
ス
・
デ
ュ
エ
ッ
ト
な
ど
）

　
　
　

う
ら
べ　

☎
58
‐
７
１
６
８

つ
く
ば
み
ら
い
市
動
物

愛
護
の
会
会
員
募
集

　

犬
・
猫
の
好
き
な
仲
間
の
集
い
で

す
。
野
良
犬
、
野
良
猫
を
な
く
す
運

動
に
皆
様
の
力
を
！

　
　
　

う
ら
べ　

☎
58
‐
７
１
６
８

※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ

　

に
続
き
ま
す
。

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）でもつながります。

申
問

申
問

問 つ
く
ば
み
ら
い
市

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会

▼
日
時
＝
9
月
3
日
㈰　

午
前
8
時

　

30
分
受
け
付
け
、
9
時
開
会
式

▼
場
所
＝
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

▼
参
加
資
格
＝
20
歳
以
上
の
市
在
住

　

在
勤
者

▼
競
技
方
法
＝
ダ
ブ
ル
ス
（
組
み
合

　

わ
せ
は
主
催
者
で
決
定
し
、
当
日

　

発
表
）

▼
参
加
費
＝
1
人
８
０
０
円
（
弁
当

　

代
含
む
・
当
日
集
金
）

▼
申
込
期
限
＝
8
月
4
日
㈮

　
　
　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
総
合

　

運
動
公
園
内
）

☎
58
‐
４
０
０
５

　

で
色
覚
が
正
常
で
あ
る
こ
と
、
聴

　

力
が
左
右
正
常
で
あ
る
こ
と

④
住
所
要
件
＝
常
総
市
・
守
谷
市
・

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
住
所
の
あ
る

　

方
（
た
だ
し
、
救
急
救
命
士
の
資

　

格
を
持
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

　

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

▼
必
要
書
類
＝
受
験
願
書
（
申
し
込

　

み
先
に
あ
り
ま
す
）、
卒
業
証
明

　

書
ま
た
は
卒
業
見
込
書
、
成
績
証

　

明
書
、
健
康
診
断
書
、
現
在
所
有

　

し
て
い
る
資
格
・
免
許
証
の
写
し
、

　

住
民
票

▼
受
付
期
間
＝
8
月
4
日
㈮
〜
18
日

　

㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
9

　

時
〜
午
後
5
時
ま
で
）

▼
第
一
次
試
験

・
期
日
＝
9
月
17
日
㈰

・
会
場
＝
守
谷
消
防
署

　
　
　

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

　

務
組
合
消
防
本
部
総
務
課
（
常
総

　

市
水
海
道
山
田
町
８
０
８
）

☎
23
‐
０
９
０
２

小
・
中
学
校
非
常
勤
講
師

採
用
希
望
者
登
録

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
Ｔ
Ｔ
非
常

勤
や
育
休
・
療
休
の
臨
時
的
任
用
職

員
を
採
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
採
用
対
象
者
と

し
て
登
録
し
ま
す
の
で
、
志
願
書
を

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
先
＝
市
内
の
小
・
中
学
校

▼
志
願
者
の
資
格

①
教
育
職
員
免
許
法
に
基
づ
く
教
員

　

の
免
許
状
を
有
す
る
方

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条

　

項
に
該
当
し
な
い
方

※
様
式
・
勤
務
条
件
な
ど
、
詳
細
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
志
願
の
方
法
＝
市
教
育
委
員
会
学

　

校
教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

市
谷
和
原
庁
舎
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
８
２
０
１
、８
２
０
２
）

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集
案
内

　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
及
び
県
で
は
、
地
域
に
お
け
る

世
話
役
と
し
て
、
若
者
の
出
会
い
の

相
談
や
仲
介
な
ど
の
活
動
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
だ
く
方
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数
＝
１
千
人
程
度

▼
活
動
内
容
＝
地
域
に
お
け
る
若
者

　

の
出
会
い
の
相
談
、
若
者
対
象
の

　

交
流
イ
ベ
ン
ト
や
出
会
い
の
場
づ

　

く
り
な
ど
の
自
主
的
な
企
画
・
実

　

施
、
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
た
だ
け

　

る
独
身
男
女
の
発
掘
・
紹
介
、
い

　

ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

の
Ｐ
Ｒ

※
報
酬
、
交
通
費
な
ど
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。

▼
応
募
条
件
＝
県
内
に
在
住
す
る
満

　

20
歳
以
上
の
方

▼
活
動
期
間
＝
登
録
の
日
か
ら
平
成

　

20
年
3
月
31
日
ま
で

▼
募
集
期
間
＝
10
月
31
日
㈫
ま
で

▼
申
請
書
の
配
置
場
所
＝
県
南
地
方

　

総
合
事
務
所
福
祉
課
、
市
児
童
福

　

祉
課
な
ど
（
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp

）

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　
　

県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭

　

課
少
子
化
対
策
室

〒
３
１
０
‐
８
５
５
５

　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
２
６
１

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

情
報

お知らせらせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

問
申

申 問

申
問

申
問

種目
募集
要項

航空学生
（海・空）

一般曹候学生
（陸・海・空）

曹候補士
（陸・海・空）

２等
陸・海・空士

受付期間 ８月１日～９月８日

応募資格 高卒（見込含）
21歳未満

18歳以上
24歳未満

18歳以上
27歳未満

18歳以上
27歳未満

第 １ 次
試 験 ９月23日 ９月16日 ９月16日

男子 ９月中旬
　　 以降
女子 ９月25日

第 ２ 次
試 験

10月14日～
19日の指定
する１日

10月７日～
13日の指定
する１日

10月７日～
13日の指定
する1日

初 任 給
な ど

月額157,500円（学歴・経歴などによって増減あり）、
ボーナス年２回（約4.4か月分）、その他各種手当あり

そ の 他

入隊後約６年
間で幹部パイ
ロットになり
ます。

約２年間の教
育終了後、全
員３等陸・海・
空曹に昇任し
ます。

入隊後約３年
以降、選考に
より３等陸・
海・空曹に昇
任します。

陸上は２年、
海上・航空は
３年１任期と
して採用され
ます。

　　　自衛隊茨城地方連絡部龍ヶ崎募集事務所　☎ 0297 - 64 - 3351

平成18年度自衛官募集 つ
く
ば
み
ら
い
文
化
祭

参
加
者
募
集

　

つ
く
ば
み
ら
い
文
化
祭
（
仮
称
）

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
・
個
人

を
募
集
し
ま
す
。

▼
参
加
資
格
＝
市
内
で
文
化
活
動
を

　

し
て
い
る
団
体
・
個
人

▼
参
加
部
門

・
発
表
の
部
（
団
体
の
み
）
＝
舞
踊
・

　

民
謡
・
ダ
ン
ス
な
ど

・
展
示
の
部
（
団
体
・
個
人
）
＝
手

　

芸
・
書
道
・
写
真
・
陶
芸
な
ど

▼
期
日
＝
11
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の

　

丘
・
谷
和
原
公
民
館
（
予
定
）

▼
申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
（
市
生
涯

　

学
習
課
備
え
付
け
）
を
提
出

▼
申
込
期
限
＝
8
月
21
日
㈪

　
　
　

市
谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
２
１
１
）

市
総
合
計
画
審
議
会

委
員
募
集

　

市
で
は
、
計
画
的
か
つ
安
定
的
な

行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
市

民
と
行
政
の
ま
ち
づ
く
り
の
行
動
指

針
と
な
る
「
総
合
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
広
く
市
民
の
参
加
を
得
る
こ

と
に
よ
り
、
開
か
れ
た
市
政
運
営
を

推
進
し
、
市
民
の
意
見
を
計
画
に
反

映
で
き
る
よ
う
、
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
し
意
欲
を
持
っ
た
方
を
、「
総
合

計
画
審
議
会
委
員
」
と
し
て
募
集
し

ま
す
。

▼
職
務
＝
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
市

　

の
総
合
計
画
策
定
に
関
し
必
要
な

　

調
査
及
び
審
議
を
行
い
、
意
見
を

　

取
り
ま
と
め
て
市
長
に
答
申
し
ま

　

す
。

▼
任
期
＝
市
長
へ
の
答
申
が
終
わ
る

　

ま
で
（
平
成
18
年
９
月
〜
平
成
19

　

年
12
月
を
予
定
）

▼
審
議
会
開
催
回
数
（
予
定
）
＝
1

　

年
度
当
た
り
3
回
程
度
（
任
期
終

　

了
ま
で
6
回
程
度
）

▼
報
酬
＝
審
議
会
に
出
席
し
た
際
に
、

　

市
の
規
定
に
よ
り
支
給
（
日
額
9

　

千
円
・
平
成
18
年
7
月
1
日
現
在
）

▼
募
集
人
数
＝
2
人

▼
応
募
資
格
＝
次
の
い
ず
れ
に
も
該

　

当
す
る
方

①
平
成
18
年
7
月
1
日
現
在
20
歳
以

　

上
で
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

②
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

③
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
審
議
会

　

に
出
席
可
能
な
方

▼
応
募
期
間
＝
8
月
16
日
㈬
ま
で

▼
応
募
方
法
＝
次
の
書
類
を
直
接
持

　

参
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
で
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。（
書
類
は
、
市
伊

　

奈
庁
舎
企
画
政
策
課
及
び
伊
奈
・

　

谷
和
原
両
庁
舎
市
民
窓
口
課
に
設

　

置
、
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

①
応
募
用
紙

②
小
論
文
（
８
０
０
字
程
度
）

※
テ
ー
マ

・
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

市
伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

〒
３
０
０
‐
２
３
９
５

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
福
田
１
９
５

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
２
４
０
）

kikaku01@
city.tsukubam

irai.lg.jp

常
総
広
域
消
防
職
員
を

募
集
し
ま
す

　

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員
＝
4
人
（
救
急
救

　

命
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
を

　

優
先
し
ま
す
。）

▼
受
験
資
格

①
年
齢
＝
昭
和
57
年
4
月
2
日
か
ら

　

平
成
元
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
方

②
学
歴
＝
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
こ

　

れ
と
同
程
度
以
上
の
学
力
の
あ
る

　

方
（
平
成
19
年
3
月
卒
業
見
込
み

　

含
む
）

③
身
体
的
条
件
＝
身
長
が
お
お
む
ね

　

１
６
０
㎝
以
上
、
体
重
が
お
お
む

　

ね
50
㎏
以
上
、
胸
囲
が
身
長
の
お

　

お
む
ね
2
分
の
１
以
上
、
視
力
が

　

左
右
と
も
0.8
以
上
（
矯
正
含
む
）

申
問

新
た
に
電
話
を
引
き
た

い
と
お
考
え
の
方
へ

　

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
23
日
㈬　

午
後
1
時

　

20
分

▼
場
所
＝
土
浦
合
同
庁
舎
第
一
分
庁

　

舎
会
議
室

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

  

土
浦
県
税
事
務
所
収
税
第
二
課

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
７
２
０
８

申
問

申
問



◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）でもつながります。

問

７
月
は
屋
外
広
告
物
適

正
表
示
推
進
月
間
で
す

　

私
た
ち
の
ま
ち
の
美
観
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
屋
外
広

告
物
…

○
設
置
場
所
や
大
き
さ
な
ど
は
適
正

　

で
し
ょ
う
か
。

　

⬇
県
の
条
例
で
規
制
し
て
い
ま
す
。

○
市
の
許
可
を
受
け
て
い
る
で
し
ょ

　

う
か
。

　

⬇
広
告
物
を
表
示
す
る
た
め
に
は

　

県
条
例
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で

　

す
。

○
表
示
後
の
管
理
が
さ
れ
て
い
る
で

　

し
ょ
う
か
。

　

⬇
定
期
的
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

  

市
谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
１
６
３
）

▼
利
用
で
き
る
団
体
＝
原
則
と
し
て

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
在
住
者
で
５
人

　

以
上
の
団
体
（
利
用
団
体
と
し
て

　

登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。）

▼
使
用
料
＝
無
料

　

  

県
立
伊
奈
養
護
学
校　

中
村
・

　

齊
藤

☎
58
‐
８
７
２
７

乾
燥
汚
泥
肥
料
の
配
付

申
し
込
み
に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
処
理
場
の
汚
泥

を
、
６
０
０
〜
７
０
０
度
の
熱
風
で

乾
燥
さ
せ
た
顆か

粒
状
の
乾
燥
汚
泥
肥

料
を
、
無
料
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

　

花
壇
な
ど
の
肥
料
に
お
使
い
く
だ

さ
い
。

▼
内
容
量
＝
１
袋
約
10
㎏
入
り

▼
成
分

・
窒ち

っ

素
＝
約
4.5
％

・
リ
ン
酸
＝
約
6.2
％

・
加
里
＝
約
0.5
％

▼
申
込
方
法
＝
市
下
水
道
課
ま
で
お

　

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
限
度
数
＝
１
世
帯
５
袋
ま
で

▼
対
象
者
＝
原
則
市
内
在
住
の
方
で
、

　

小
絹
水
処
理
セ
ン
タ
ー
に
取
り
に

　

来
ら
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
で
、
在
庫
が
な
く

　

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
予
約
し

　

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

　
　
　

市
下
水
道
課
（
小
絹
水
処
理

　

セ
ン
タ
ー
）

☎
52
‐
３
９
３
９

伊
奈
養
護
学
校
プ
レ
イ

ル
ー
ム
を
開
放

　

学
校
休
業
日
に
、
伊
奈
養
護
学
校

の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
地
域
の
方
々
に

開
放
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
普
通
教
室

３
室
分
の
広
さ
が
あ
り
、
ミ
ニ
体
育

館
の
よ
う
な
建
物
で
、
楽
器
演
奏
や

ダ
ン
ス
・
演
劇
練
習
・
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
・
健
康
体
操
な
ど
の
活
動
に
最
適

で
す
。

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▼
開
放
日
時
＝
土
・
日
及
び
祝
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
次
ペ
ー
ジ

　

に
続
き
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

情
報

お知らせらせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

問

Ｔ
Ｘ
開
業
１
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
8
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰

の
2
日
間
、
Ｔ
Ｘ
万
博
記
念
公
園
駅

前
で
鉄
道
開
業
1
周
年
を
記
念
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
で

は
、
つ
く
ば
な
ら
で
は
の
食
を
お
楽

し
み
い
た
だ
い
た
り
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
づ
く

り
な
ど
、様
々
な
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

19
日
㈯
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
大

人
気
の
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ

ン
シ
ョ
ー
」
や
幽
玄
の
世
界
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
「
薪
能
」
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
20
日
㈰
も
「
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
カ
ブ
ト
シ
ョ
ー
」
を
は
じ

め
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。入
場
は
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
つ
く
ば
ス
タ
イ

ル
」
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
8
月
19
日
㈯　

午
前
10
時

　

〜
午
後
７
時
、
20
日
㈰　

午
前
10

　

時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
＝
Ｔ
Ｘ
万
博
記
念
公
園
駅
前

　

特
設
会
場

▼
内
容
＝
自
然
体
験
教
室
、
夏
休
み

　

お
も
し
ろ
理
科
先
生
出
前
教
室
、

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
、
地
域
参
加

　

型
ブ
ー
ス
（
つ
く
ば
ス
タ
イ
ル
を

　

Ｐ
Ｒ
す
る
地
域
活
動
の
紹
介
、
地

　

域
の
特
産
品
・
飲
食
物
の
紹
介
）

　

な
ど

茨
城
県
電
子
入
札
・

電
子
納
品
説
明
会

　

建
設
業
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

方
々
な
ど
を
対
象
に
、
電
子
入
札
や

電
子
納
品
の
運
用
に
つ
い
て
説
明
会

を
行
い
ま
す
。受
講
料
は
無
料
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
土
木
部
検

査
指
導
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
期
日
及
び
場
所

①
７
月
27
日
㈭　

つ
く
ば
カ
ピ
オ

②
8
月
3
日
㈭　

常
総
市
地
域
交
流

　

セ
ン
タ
ー

③
8
月
30
日
㈬　

県
庁
講
堂

▼
時
間
＝
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▼
対
象
＝
県
の
公
共
事
業
に
携
わ
る

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
駐
車
場
＝
1
千
５
０
０
台

　

  

県
企
画
部
つ
く
ば
地
域
振
興
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
７
９
８

http://w
w
w
.tsukubaexpress-

ibaraki.jp

　

受
注
者
な
ど
（
一
般
県
民
の
参
加

　

も
可
能
で
す
。）

　

  

県
土
木
部
検
査
指
導
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
３
７
５

市
の
青
少
年
相
談
員
を

紹
介
し
ま
す

　

青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止

を
推
進
す
る
た
め
、
青
少
年
相
談
員

16
人
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
非
行
防
止

の
た
め
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、
青
少

年
相
談
業
務
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
休
み
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
各
学
校
、
警
察
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
青
少
年

の
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
と
健
全
な

育
成
を
目
指
し
ま
す
。

▼
青
少
年
相
談
員
（
敬
称
略
）

○
筒
井　
　

恵　
　

小
張　

地
区

○
塚
越　

理
弘　
　

豊　
　

地
区

○
齊
藤　

利
夫　
　

豊　
　

地
区

青
少
年
育
成
つ
く
ば
み

ら
い
市
民
会
議
設
立

　

青
少
年
育
成
つ
く
ば
み
ら
い
市
民

会
議
が
６
月
６
日
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、町
村
合
併
に
伴
い
、

申
問

問問

問

問

問

問

申
問

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

糖
尿
病
教
室

　

生
活
習
慣
病
の
う
ち
、
特
に
糖
尿

病
に
か
か
る
人
、
あ
る
い
は
糖
尿
病

の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
人
は
現

在
１
千
６
０
０
万
人
を
超
え
て
お

り
、
な
お
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
失
明
、
人
工
透
析
が
必
要
な
腎

不
全
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
な
ど
重

い
疾
患
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
糖
尿
病
に
は

自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
受
診
し
な

い
、
検
査
を
受
け
な
い
、
治
療
し
な

い
人
が
大
勢
い
ま
す
。
何
ら
か
の
症

○
吉
田　

和
雄　
　

谷
井
田
地
区

○
前
島　

英
勝　
　

三
島　

地
区

○
菊
地　

教
夫　
　

三
島　

地
区

○
山
田　
　

武　
　

東　
　

地
区

○
鴻
巣　

義
夫　
　

板
橋　

地
区

○
篠
塚　
　

聡　
　

板
橋　

地
区

○
飯
田　
　

博　
　

谷
原　

地
区

○
本
多　

則
夫　
　

谷
原　

地
区

○
土
田　

勝
弘　
　

谷
原　

地
区

○
直
井　

洋
明　
　

十
和　

地
区

○
中
島　

貴
志　
　

福
岡　

地
区

○
八
島　

秀
仁　
　

小
絹　

地
区

○
佐
藤　

克
也　
　

小
絹　

地
区

 　

市
谷
和
原
庁
舎
教
育
委
員
会
生

　

涯
学
習
課

☎
58
‐
２
１
１
１

　

内
線
８
２
１
２
、８
２
１
３

県
民
交
通
災
害
共
済
に

つ
い
て

　
「
県
民
交
通
災
害
共
済
」
に
つ
い

て
は
、
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
に
ご

加
入
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
5
月
の
広
報
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
未
加
入
の
方
へ
再

度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
申
込
期
限
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
も
し
、
手
続
き
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
り
、
申
込
書
を
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
い
つ
で

も
加
入
で
き
ま
す
の
で
市
生
活
環
境

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
効
力
は

加
入
の
翌
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。）

　

掛
金
は
、
大
人
９
０
０
円
、
中
学

生
以
下
５
０
０
円
で
す
。
9
月
30
日

以
降
に
申
し
込
ま
れ
る
場
合
の
掛
金

は
、
大
人
４
５
０
円
、
中
学
生
以
下

２
５
０
円
で
す
。

　

  

市
伊
奈
庁
舎
生
活
環
境
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
１
２
２
）

Ｔ
Ｘ
開
業
１
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
日
時
＝
8
月
18
日
㈮　

午
後
1
時

　

か
ら

▼
場
所
＝
つ
く
ば
国
際
会
議
場

▼
内
容
＝
基
調
講
演
、
ス
テ
ー
ジ
ア

　

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

　

  

県
企
画
部
企
画
課
交
通
対
策
室

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
５
３
６

問

状
が
出
て
、
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
予
防
し
、
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
3
日
㈰　

午
前
9
時

▼
場
所
＝
取
手
医
師
会
病
院

▼
参
加
費
＝
無
料

　
　
　

取
手
医
師
会
病
院

☎
０
２
９
７
‐
78
‐
６
１
１
１

旧
伊
奈
町
青
少
年
を
育
て
る
会
、
旧

青
少
年
育
成
や
わ
ら
村
民
の
会
を
統

合
し
、新
た
に
発
足
し
た
も
の
で
す
。

　

青
少
年
育
成
に
地
域
ぐ
る
み
で
協

力
し
合
い
、
明
日
の
郷
土
を
担
う
青

少
年
の
心
身
と
も
に
健
全
な
育
成
を

目
的
と
し
、
市
内
各
地
区
の
ふ
れ
あ

い
活
動
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
の
目
的
に
賛
同
し
て
い
た

だ
け
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。　

 　

 

市
谷
和
原
庁
舎
教
育
委
員
会
生

　

涯
学
習
課

☎
58
‐
２
１
１
１

　

内
線
８
２
１
２
、８
２
１
３

第
６
回
犬
・
猫
里
親
の

会
の
お
知
ら
せ

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
欲
し
い

方
と
、
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え

な
く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。

　

里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
8
月
6
日
㈰　

午
後
1
時

　

〜
3
時　

※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
市
役
所
伊
奈
庁
舎
常
陽
銀

　

行
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近

　

  

う
ら
べ　

☎
58
‐
７
１
６
８



◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）でもつながります。

者
は
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
要

介
護
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
介
護
者
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
で
す
。

　

該
当
す
る
介
護
者
は
、
8
月
1
日

㈫
か
ら
31
日
㈭
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
対
象

・
支
給
対
象
者
及
び
被
介
護
者
が
市

　

内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

・
基
準
日
よ
り
過
去
1
年
間
、
要
介

　

護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
た
方

・
基
準
日
よ
り
過
去
1
年
間
、
介
護

　

保
険
サ
ー
ビ
ス
（
1
週
間
ま
で
の

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
を
除
く
）

　

を
利
用
し
て
い
な
い
方

　
　
　

市
伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
１
１
５
３
、１
１
５
４
）

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験

▼
試
験
期
日
＝
10
月
22
日
㈰

▼
試
験
会
場

・
一
般
＝
茨
城
大
学
、
常
磐
大
学
、

　

県
立
医
療
大
学

・
身
障
者
用
＝
県
立
盲
学
校

▼
受
験
資
格
＝
保
健
・
医
療
・
福
祉

　

の
分
野
で
通
算
5
年
以
上
か
つ
９

　

０
０
日
以
上
ま
た
は
通
算
10
年
以

　

上
か
つ
１
千
８
０
０
日
以
上
の
実

　

務
経
験
の
あ
る
方
で

①
受
験
資
格
が
あ
り
、
現
在
県
内
で

　

受
験
対
象
資
格
の
業
務
に
従
事
し

情
報

お知らせらせ
Information－ －

問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

派
遣
事
業

　

市
で
は
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
茨
城
県
木

造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、
無

料
で
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間
＝
７
月
31
日
㈪
〜
８
月

　

14
日
㈪

▼
対
象
住
宅
＝
昭
和
56
年
５
月
31
日

　

以
前
に
建
築
さ
れ
た
、
在
来
工
法

　

に
よ
る
一
戸
建
て
木
造
住
宅

※
昭
和
56
年
に
建
築
基
準
法
が
改
正

　

さ
れ
、
現
在
の
基
準
で
建
て
ら
れ

　

た
建
物
よ
り
耐
震
性
が
劣
る
た
め

▼
派
遣
を
受
け
ら
れ
る
方
＝
対
象
住

　

宅
の
所
有
者
で
、
税
の
滞
納
が
な

　

い
方

▼
診
断
戸
数
＝
20
戸

※
診
断
戸
数
を
超
え
た
申
し
込
み
が

　

あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決

　

定
し
ま
す
。

▼
個
人
負
担
＝
無
料

▼
診
断
概
要

・
茨
城
県
知
事
が
認
定
し
た
「
茨
城

　

県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
」
を
派

　

遣
し
ま
す
。

・
所
有
者
立
会
い
の
も
と
、
外
観
目

　

視
に
よ
り
診
断
（
３
時
間
程
度
）

　

を
行
い
ま
す
。

・
こ
の
診
断
は
、
あ
く
ま
で
耐
震
補

　

強
の
必
要
性
の
有
無
を
判
定
す
る

　

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法
＝
市
都
市
計
画
課
に
申

　

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
パ

　

ン
フ
レ
ッ
ト
・
申
込
書
は
、
都
市

　

計
画
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

☆
悪
質
な
業
者
に
よ
る
勧
誘
に
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。
市
か
ら
訪
問
し
た

　

り
、
電
話
を
か
け
る
な
ど
し
て
、

　

耐
震
診
断
を
勧
め
る
こ
と
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
不
明
な
場
合
は
、
お
問

　

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

市
谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
８
１
６
３
）

個
人
事
業
税
の
納
税
は

８
月
31
日
ま
で
に

　

個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に

納
税
し
て
い
た
だ
く
個
人
事
業
税

（
第
１
期
分
）
の
納
期
限
は
8
月
31

日
で
す
。
県
税
事
務
所
ま
た
は
最
寄

り
の
金
融
機
関
（
銀
行
、
郵
便
局
、

信
用
金
庫
な
ど
）
で
納
期
限
ま
で
に

必
ず
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

　

  

土
浦
県
税
事
務
所
収
税
第
一
課

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
７
２
０
５

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
認

定
基
準
改
正
に
つ
い
て

▼
主
な
改
正
点

①
中
皮
腫
に
つ
い
て
は
、
中
皮
腫
の

　

確
定
診
断
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
れ

　

ば
医
学
的
所
見
は
求
め
な
い
こ
と

　

と
し
ま
し
た
。

②
肺
が
ん
に
つ
い
て
は
、
石
綿
小
体

　

ま
た
は
石
綿
繊
維
が
一
定
量
以
上

　

認
め
ら
れ
た
も
の
は
、
石
綿
ば
く

　

露
作
業
が
10
年
に
満
た
な
く
て
も

　

認
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
に
つ
い
て
は
、

　

新
た
に
業
務
上
と
認
定
す
る
た
め

　

の
基
準
を
示
し
ま
し
た
。

　

  

常
総
労
働
基
準
監
督
署

☎
22
‐
０
２
６
４

在
宅
介
護
慰
労
金
支
給

事
業
に
つ
い
て

　

7
月
31
日
（
基
準
日
）
現
在
、
満

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
方
に
対
し
、
介
護
慰
労
金

（
10
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。
対
象

労
働
力
調
査
の
お
知
ら

せ
で
す

　
「
労
働
力
調
査
」
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
統
計
調
査
で
、
我
が
国
の

就
業
の
状
況
を
調
べ
る
調
査
で
す
。

就
業
者
数
、
完
全
失
業
者
数
、
完
全

失
業
率
な
ど
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
経
済
対
策
や
雇
用
対
策
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
各
種
申
請

受
付
期
間

　

8
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
8
月
10
日
㈭
〜
14
日

　

㈪

　

  

市
谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

　

務
局

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

の
お
知
ら
せ

　

10
月
1
日
に
平
成
18
年
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
や
企
業
が
対

象
で
す
。
調
査
に
ど
う
ぞ
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

  

市
伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

☎
58
‐
２
１
１
１（
内
線
１
２
４
１
）

　

こ
の
度
、
市
内
に
お
い
て
労
働
力

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
知
事
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
調
査
員
が
、
調
査
対
象

地
区
内
の
各
世
帯
に
名
簿
づ
く
り
の

た
め
に
お
伺
い
し
ま
す
。
こ
の
名
簿

を
も
と
に
調
査
世
帯
を
選
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

労
働
力
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら

す
こ
と
や
、
目
的
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
世

帯
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

  

県
企
画
部
統
計
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
６
４
９

い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　

県
で
は
、
若
年
者
や
再
就
職
が
困

難
な
中
高
年
の
方
々
な
ど
に
対
し
、

き
め
細
か
な
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容
＝
職
業
紹
介
、
就

　

職
相
談
、
内
職
相
談
、
職
業
適
職

　

診
断
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

　

グ
、ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
け
ん
な
ん（
若

　

者
の
仕
事
探
し
の
お
手
伝
い
）
な

　

ど
（
す
べ
て
無
料
で
す
）

▼
相
談
時
間
＝
午
前
9
時
〜
正
午
、

　

午
後
1
時
〜
4
時
（
平
日
の
み
）

▼
場
所
＝
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン

　

タ
ー
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー
（
土
浦

　

合
同
庁
舎
３
階
）

　

  

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

県
南
地
区
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
３
４
１
０

平成18年度後期危険物取扱者試験及び準備講習会
危
険
物
取
扱
者
試
験

種　類 試験日 試験会場 郵送受付期間 会場受付日 受付場所

甲種
乙種
  第１類～６類
丙種

10月１日㈰ つくば国際短期大学 ８月１日㈫～９日㈬ － －

10月29日㈰ 下館工業高等学校 ９月７日㈭～ 15日㈮ ９月７日㈭ 筑西広域消防本部

平成19年
２月18日㈰ つくば工科高等学校 平成19年

１月５日㈮～ 16日㈫
平成19年
１月９日㈫ つくば市消防本部

準
備
講
習
会

種　類 期　日 会　場 受付期日 受付会場

乙種
  第４類

９月５日㈫、６日㈬ 土浦市国民宿舎「水郷」 ７月28日㈮ 土浦市民会館
９月26日㈫、27日㈬ 筑西広域消防本部 ９月７日㈭ 筑西広域消防本部

平成19年１月23日㈫、24日㈬ 文部科学省研究交流センター 平成19年１月９日㈫ つくば市消防本部
甲種 ９月14日㈭、15日㈮ 茨城県開発公社ビル 上記各受付会場で受け付け
丙種 ９月22日㈮ 茨城県開発公社ビル 上記各受付会場で受け付け

補
足
講
習
会

種　類 日　時 会　場 定員 講　習　科　目

乙種第４類
丙種

９月15日㈮
午前９時～午後４時

常総広域消防本部
２階会議室

35人
危険物に関する法令、基礎的な物理学及び化学、危険物
の性質並びにその火災予防及び消火の方法

※受験願書などは、消防本部、水海道・守谷・つくばみらい消防署及び各出張所にあります。

　　　 常総広域消防本部予防課　☎ 23 - 0904
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漏水修理当番（８月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 火 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲川口商事 52 - 3286

２ 水 ㈱秋田興業 58 - 7241 ㈲片見設備工業 52 - 5804
３ 木 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常陸管工 52 - 5579
４ 金 松本工業㈱ 58 - 2187 谷原建設㈱ 52 - 2298
５ 土 成島建設㈱ 58 - 1131 谷口設備工業 52 - 2619
６ 日 中村建設㈱ 58 - 1717 常盤興業㈱ 52 - 2203
７ 月 中村建設㈱ 58 - 1717 常総土木工業㈱ 52 - 5357
８ 火 ㈱山田組 58 - 2351 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
９ 水 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈱豊島産業 52 - 3335
10 木 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲福新設備工業 52 - 5011
11 金 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈲川口商事 52 - 3286
12 土 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲片見設備工業 52 - 5804
13 日 ㈱山田組 58 - 2351 常陸管工 52 - 5579
14 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷原建設㈱ 52 - 2298
15 火 ㈱秋田興業 58 - 7241 谷口設備工業 52 - 2619
16 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常盤興業㈱ 52 - 2203
17 木 松本工業㈱ 58 - 2187 常総土木工業㈱ 52 - 5357
18 金 成島建設㈱ 58 - 1131 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
19 土 中村建設㈱ 58 - 1717 ㈱豊島産業 52 - 3335
20 日 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈲福新設備工業 52 - 5011
21 月 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲川口商事 52 - 3286
22 火 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈲片見設備工業 52 - 5804
23 水 原信田建設㈱ 58 - 0018 常陸管工 52 - 5579
24 木 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 谷原建設㈱ 52 - 2298
25 金 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷口設備工業 52 - 2619
26 土 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常盤興業㈱ 52 - 2203
27 日 原信田建設㈱ 58 - 0018 常総土木工業㈱ 52 - 5357
28 月 ㈱秋田興業 58 - 7241 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
29 火 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈱豊島産業 52 - 3335
30 水 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲福新設備工業 52 - 5011
31 木 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈲川口商事 52 - 3286

ごみカレンダー（８月）
種類

地区 不燃ごみ 可燃ごみ 粗大ごみ 缶
ビ　ン

古紙・古布 有害ごみ
無　色 茶・その他

小張・豊 毎週月曜日
毎週火・金曜日

９日㈬ 17日㈭ ３日㈭ 10日㈭ 16日㈬ －

板 橋 毎週木曜日 16日㈬ 21日㈪ ７日㈪ 14日㈪ ９日㈬ －

谷 井 田 毎週火曜日
毎週月・木曜日

２日㈬ 18日㈮ ４日㈮ 11日㈮ 23日㈬ －

三島・東 毎週金曜日 23日㈬ 15日㈫ １日㈫ ８日㈫ ２日㈬ －

小 絹

毎週月曜日 毎週火・金曜日

９日㈬ ３日㈭

10日㈭

17日㈭

24日㈭

３日㈭

17日㈭

10日㈭

24日㈭

３日㈭

10日㈭

17日㈭

24日㈭

16日㈬

※絹の台 23日㈬

谷 原 23日㈬ 16日㈬

十 和 16日㈬ 23日㈬

福 岡 ２日㈬ 23日㈬

８月の納税など
国 民 健 康 保 険 税　　　第 ３ 期
市 県 民 税　　　第 ２ 期
介 護 保 険 料　　　第 ３ 期
保 育 料　　　８ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　８ 月 分
水道使用料（伊　奈）　　　８ 月 分
水道使用料（谷和原）　　　福岡・谷原
下水道受益者負担　　　第 ２ 期
下 水 道 使 用 料　　　谷原・小張
農集排（伊　奈）　　　８ 月 分
コミプラ（伊奈）　　　８ 月 分
住 宅 使 用 料　　　８ 月 分
地 代（ 伊 奈 ）　　　８ 月 分

☆納期限は８月31日㈭です。

毎週水曜日は窓口を延長
　毎週水曜日は、伊奈・谷和原両庁舎
で窓口業務を午後７時まで延長してい
ます。次の証明書の交付が受けられま
す。
●税務関係➡納税証明書、所得証明書、
　評価証明書、軽自動車車検用納税証
　明書などの発行
●住民関係➡全部事項証明書（戸籍謄
　本）、個人事項証明書（戸籍抄本）、
　住民票謄・抄本、身分証明書、印鑑
　登録及び印鑑証明書などの発行
●会計関係➡市税、各種使用料、手数
　料など（納付書持参の場合のみ）の
　収納

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

　日程
　８月８日㈫　法 律 相 談…すこやか福祉館
          11日㈮　心配ごと相談…保健福祉センター
　　　　　　　　　　　　　　すこやか福祉館
          17日㈭　法 律 相 談…保健福祉センター
          22日㈫　法 律 相 談…すこやか福祉館
          29日㈫　法 律 相 談…保健福祉センター

　法律相談
　　弁護士または司法書士による相談（要予約）
　　午後１時～４時
　心配ごと相談
　　民生委員児童委員及び見識を有する者
　　午後１時～３時

　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　〒300‐2312　つくばみらい市神生530
　　　☎ 57 - 0123

行政相談
　随時受け付けています。
　問合せ先　行政相談委員　今川和宏さん
　　　　　　☎ 52 - 2525

教育相談
　●伊奈公民館
　日　　時　８月４日㈮、11日㈮、18日㈮、
　　　　　　25日㈮
　　　　　　午前９時～ 12時
　●小絹コミュニティセンター
　日　　時　８月８日㈫、22日㈫
　　　　　　午後１時～５時
　問合せ先　市谷和原庁舎教育委員会学校教育課
　　　　　　指導室　☎ 58 - 2111（内線8202）

飼えなくなった犬猫の引取日

　日　　時　８月21日㈪
　　　　　　午後１時～１時20分
　場　　所　伊奈庁舎前駐車場
　問合せ先　市伊奈庁舎生活環境課
　　　　　　☎ 58 - 2111（内線1123）

休日当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

８月６日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
13日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771
20日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341

27日㈷ 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

小児科救急当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり（８月）

日
曜
日

収　集　区　域

関東商事（株）
☎029-836-3007

（株）シイナクリーン
☎58-3566

１ 火 足高、戸茂、戸崎 東栗山、城中、伊丹、小張、高波

２ 水 根柄、久保、鎌田 福原、上島、中島、下島、小張、高波

３ 木 根柄、久保、鎌田 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田

４ 金 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、小張、小島新田

５ 土 － －

６ 日 － －

７ 月 野堀、伊奈東 福田、小張、小島新田

８ 火 野堀、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口、高岡

９ 水 野堀、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口

10 木 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、谷口

11 金 狸穴、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳

12 土 － －

13 日 － －

14 月 狸穴、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕

15 火 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕

16 水 大和田、伊奈東 長渡呂、長渡呂新田、青木

17 木 大和田、伊奈東 青古新田、豊体

18 金 大和田、伊奈東 －

19 土 － －

20 日 － －

21 月 板橋、上街道 －

22 火 板橋、上街道 －

23 水 板橋、上街道 －

24 木 板橋 －

25 金 板橋 －

26 土 － －

27 日 － －

28 月 南太田 －

29 火 南太田 －

30 水 南太田 －

31 木 南太田 －

　やむを得ず飼えなくなった場合は、自らの責
任で新たな飼い主を探してください。どうして
も飼い主が見つからない場合は、引き取りを行
います。
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犬
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、

彦
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、
備
中
松
山
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、
姫
路

城
、弘
前
城
、松
江
城
、松
本
城
、

丸
岡
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、
丸
亀
城
（
50
音
順
）。

そ
の
う
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訪
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の
は
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所
…
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ど
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も
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城
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ら

遠
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が
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、
い
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か
必
ず
制
覇
し
ま
す
！

（
た
ま
に
復
活
す
る
か
も

　

城
好
き
Ｔ
）

掲示板に書き込みを
　市のホームページに、

「市民交流掲示板」を設置しま
した。意見・情報の交換にどう
ぞご利用ください。利用の際は、
ルールを必ず守ってください。
http://www.city.
　　　tsukubamirai.lg.jp/

庁舎の電話番号について
　市役所谷和原庁舎の電話番号
☎ 52‐3141は谷和原庁舎への
直通の番号ではありません。こ
の番号にかけても、伊奈庁舎の
電話交換室につながり、それか

ら各課に電話が転送されま
すので、ご了承ください。

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

つくばみらい市統計
６月分
　０件
　０件
０件
０件

　
６月分
23件
83件

　16件
122件

18年分
７件
　２件
５件
14件

　
18年分
131件
452件
　119件
702件

41,381
20,648
20,733
13,461

総 人 口
男
女

世 帯

人
人
人
世帯

（平成18年７月１日現在）
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（＋
（＋
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※前月比

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
動
静
を
情
報
公
開
し
ま
す
。

６
月
１
日
㈭
＝
庁
議
、つ
く
ば
地
域
農
業
改
良
推
進
協
議
会
総
会
、メ
デ
ィ

　
　
　
　
　
　

ア
パ
ー
ク
つ
く
ば
取
締
役
会

　
　

2
日
㈮
＝
市
観
光
協
会
総
会
、
常
総
広
域
管
理
者
会
議
、
消
防
団
幹

　
　
　
　
　
　

部
会
議

　
　

4
日
㈰
＝
伊
奈
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会　
　

　
　

5
日
㈪
＝
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会

　
　

6
日
㈫
＝
谷
和
原
菊
花
皐
月
盆
栽
会
表
彰
式
、
谷
原
西
部
地
区
県
営

　
　
　
　
　
　

ほ
場
整
備
事
業
実
施
・
換
地
委
員
会
、
青
少
年
育
成
つ
く

　
　
　
　
　
　

ば
み
ら
い
市
民
会
議
設
立
総
会

　
　

7
日
㈬
＝
全
国
市
長
会
議
通
常
総
会

　
　

８
日
㈭
＝
職
員
年
金
者
連
盟
筑
南
支
部
総
会

　
　

9
日
㈮
＝
伊
奈
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
表
彰
式

　
　

11
日
㈰
＝
市
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　

12
日
㈪
＝
保
護
司
会
研
修
会
、
定
例
記
者
会
見

　
　

13
日
㈫
＝
市
民
葬
儀

　
　

14
日
㈬
＝
6
月
定
例
議
会

　
　

15
日
㈭
＝
6
月
定
例
議
会
本
会
議

　
　

16
日
㈮
＝
6
月
定
例
議
会
本
会
議

　
　

18
日
㈰
＝
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
６
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　

20
日
㈫
＝
辞
令
交
付
式

　
　

21
日
㈬
＝
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
つ
く
ば
株
主
総
会

　
　

24
日
㈯
＝
い
な
の
里
竣
工
式
、
伊
奈
消
防
友
の
会

　
　

25
日
㈰
＝
市
夏
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
見
学
会

　
　

26
日
㈪
＝
常
総
広
域
臨
時
管
理
者
会

　
　

27
日
㈫
＝
6
月
定
例
議
会
本
会
議

　
　

28
日
㈬
＝
辞
令
交
付
式
、
家
庭
倫
理
の
会

　
　

29
日
㈭
＝
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
委
員

　
　
　
　
　
　

会

　
　

30
日
㈮
＝
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
総
会
、
常
総
地
区
交
通
安
全
協

　
　
　
　
　
　

会
総
会

問い合わせ先
健  康  増  進  課

（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

８月保健カレンダー
１ 火

２ 水 ミニ教室【チューブ運動】（予約制）　※
　時間：谷和原保健福祉センター

３ 木
移動健康相談
　時間：午前９時30分～ 11時30分
　場所：谷井田コミュニティセンター

４ 金

離乳食教室（予約制）
　場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【バランスボール】（予約制）　※
　時間：谷和原保健福祉センター

５ 土 マタニティ教室（予約制）
　場所：伊奈保健センター

６ 日

７ 月

育児相談（予約制）
　場所：伊奈保健センター
ひよこ広場
　時間：午前10時～ 11時30分
　場所：伊奈保健センター
　対象：生後１～ 12か月の乳児とその保護者

８ 火
３歳児健診
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成15年６・７月生まれ

９ 水 ミニ教室【チューブ運動】（予約制）　※
　時間：谷和原保健福祉センター

10 木

11 金

１歳６か月児健診
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成12年１・２月生まれ
ミニ教室【バランスボール】（予約制）　※
　時間：谷和原保健福祉センター

12 土
13 日
14 月
15 火

16 水 ミニ教室【チューブ運動】（予約制）　※
　時間：谷和原保健福祉センター

17 木

３歳児健診
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成15年６・７月生まれ
ミニ教室【バランスボール】（予約制）　※
　時間：谷和原保健福祉センター

18 金
１歳６か月児健診
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成12年１・２月生まれ

19 土
20 日

21 月 マタニティ教室（予約制）
　場所：谷和原保健福祉センター

22 火

健康相談（予約制）
　場所：谷和原保健福祉センター
こころの健康相談（予約制）
　場所：谷和原保健福祉センター

23 水 ミニ教室【チューブ運動】（予約制）　※
　時間：谷和原保健福祉センター

24 木 ミニ教室【バランスボール】（予約制）　※
　時間：谷和原保健福祉センター

25 金
26 土
27 日
28 月

29 火
２歳児歯科健診
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成16年５・６・７月生まれ

30 水

ポリオ予防接種（生ワクチン）
　時間：午後１時～２時
　場所：伊奈保健センター
　対象：生後３か月～90か月（７歳６か月）未満

31 木

※健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
　予約ができます。（各日定員15人・先着順）

　●申込開始日　７月24日㈪～
　●参　加　費　100円（健康増進室利用料として）

　 ＜健康増進室の利用について＞
　「運動機器の取り扱い方やトレーニング方法」についての
講習会を次のとおり開催します。健康増進室は、この講習
会を受講された方のみご利用いただけます。

講習会期日 時　　間

８月８日㈫
午前９時30分～、午後１時30分～、
午後６時30分～　　　　（各時間定員８人）

26日㈯
午前９時30分～、午後１時30分～、
午後６時30分～　　　　（各時間定員８人）

講習時間は、１時間30分から２時間くらいです。

●対象者
　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●申込方法
　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで電話、または
　窓口で直接お申し込みください。（予約制）

★健康増進室の利用時間
　・火～土曜日：午前９時～午後９時
　・日　曜　日：午前９時～午後８時
　※月曜日は休室になります。

美術団体合同展示会
　つくばみらい市の美術団体が
合同で作品展示会を開催します。
●日程・展示団体
・８月１日㈫～６日㈰
　書道教室
・８月８日㈫～ 13日㈰
　絵画教室
・８月15日㈫～ 20日㈰
　写友21いな
・８月22日㈫～ 27日㈰
　水墨画Ａ、水墨の会れんげ
・８月29日㈫～９月３日㈰
　拓装Ａクラブ、伊奈拓本表装
　研究会、伊奈篆刻会
●会場
　きらくやまふれあいの丘
　すこやか福祉館



　きらくやまふれあいの丘は、伊奈地区神生にあります。

「すこやか福祉館」と「世代ふれあいの館」の２館をメ

インに、テニスコート、ゲートボール場、アスレチック

広場、野外ステージ、自然散策の森などがあります。　

すこやか福祉館にある大浴場は、サウナ室も完備の本格

的なお風呂です。また、「機能回復訓練室」「トレーニン

グ室」などがあります。

　世代ふれあいの館には、350 ～ 450の客席を持つ「世

代ふれあいホール」をはじめ「楽屋」「リハーサル室」「会

議室」などがあります。

　施設、設備によっては使用料がかかりますので、詳し

いことについてはお問い合わせください。

　子どもからお年寄りまで、すべての市民がゆったりと

した時間を味わえる総合福祉施設です。どうぞみなさん、

きらくに
4 4 4 4

おいでください。（※月曜日は休館日です。）

◆問い合わせ　すこやか福祉館　☎ 57‐0123
　　　　　　　世代ふれあいの館　☎ 57‐1770

第４回
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◇編集・発行　茨城県つくばみらい市総務部秘書広聴課　〒300‐2395  茨城県つくばみらい市福田195番地　☎0297‐ 58 ‐ 2111　℻  0297‐58‐5611
　メールアドレス：infot@city.tsukubamirai.lg.jp　ホームページアドレス：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/
◇発行日　７月20日㈭　　～「広報つくばみらい」は毎月第３木曜日発行です～　

谷和原庁舎から車で20分
伊奈庁舎から車で10分

公園あり、お風呂ありの総合福祉施設公園あり、お風呂ありの総合福祉施設
　　　　　　　～ きらくやまふれあいの丘 ～  　　　　　　　～ きらくやまふれあいの丘 ～  

　アクセス 

▲「世代ふれあいの館」

▲「すこやか福祉館」

▲アスレチック

▼サウナ付きのお風呂。市民は100円で
　利用できます。（65歳以上は無料）




